文化資本と地域再生―地域固有技能の蓄積と継承過程を中心として by 瀧波, 慶信
0 
 
文化資本と地域再生 
－地域固有技能の蓄積と継承過程を中心として－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福井県立大学大学院経済・経営学研究科 経済研究専攻 
                      １１９１００２０ 瀧波 慶信 
1 
 
序 章 地域固有の職人技能を活かした地域再生の課題・・・・・・・・・・・・ｐ4 
第１節 問題の提起－団塊の世代の持つ熟達した職人能力の行方－・・・・・・ｐ4 
１ 研究の背景 
２ 地域固有の職人技能と，その継承問題－地域再生課題との関連－ 
 第２節 無形資産としての職人技能に関する従来の研究・・・・・・・・・・・ｐ8 
  １ 文化資本論登場以前における西欧の研究事例 
－ジョン・ラスキンの産業実験論－ 
  ２ 職人技能の継承・発展による産業・地域再生の研究史 
第３節 従来の文化資本研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ11 
 １ ピエール・ブルデューの文化資本論 
１－１ 身体化された文化資本 
１－２ 客体化された文化資本 
１－３ 制度化された文化資本 
１－４ 文化資本の獲得 
２ デイヴィッド・スロスビーの文化資本論 
２－１ 文化の領域における価値の概念 
２－２ 文化的価値と経済的価値を生み出す文化資本 
３ 福原義春の文化資本論－その現代的意義－ 
第４節 小括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ20 
第５節 本研究の目的と方法，論文の構成・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ21 
 １ 目的と方法 
 ２ 論文の構成 
第１章 地場産業における職人の後継者問題 ・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ29 
 第１節 実践知と学校知 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ29 
 第２節 職人技能研究の背景－現代経営と地域再生－・・・・・・・・・・・・ｐ31 
第２章 地場産業における職人技能の実態と職人の意識 
－福井県鯖江市の漆器産業を中心として－・・・・・・・・・・・・・・ｐ36 
第１節 地場産業における伝統と習慣の継承システム・・・・・・・・・・・・ｐ36              
  １ 河和田地区の地域形成過程 
２ 河和田地区における漆器産地の形成と発展 
2 
 
３ 伝統の継承と原材料の危機 
４ 漆器産業の生産工程 
５ 熟練の技と家族による継承 
第２節 漆器職人の後継者育成に関する実態と意識 
      －2013年 8月実施のアンケート結果とその分析－・・・・・・・・・ｐ48 
  １ 国等の後継者問題への取り組み －現状と課題－ 
  １－１ 職人育成に関する課題と施策 
１－２ 現状の分析について  
  ２ 越前漆器協同組合の後継者育成に関する方策 
  ３ アンケートの結果と分析から 
３－１ アンケート －質問形式とアンケートの目標－  
３－２ 後継者問題に関する職人の意識 
３－３ 問題解決への職人としての主体的取り組み 
 第３節 小括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ57 
第３章 職人技能の継承における実践知と学校知・・・・・・・・・・・・・・・ｐ61 
第１節 軒下工房における現場と関係者の交流－暗黙知の学習における公開性－ｐ61 
第２節 職人技能の継承過程と仕組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ62 
１ 職人技能の継承に関する従来の研究 
２ 越前漆器産業における職人技能の継承過程と仕組み 
３ 職人養成の展望 
第３節 暗黙知の役割・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ68 
１ 暗黙知と地場産業研究 
２ 暗黙知の原点 
３ 職場への機械の導入と暗黙知 
４ 暗黙知の「見える化」 
第４節 小括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ74 
第４章 職人技能の継承と学校教育－実践知を踏まえた学校知による後継者育成－ｐ79 
第１節 福井県立丹生高等学校における実践知と学校知・・・・・・・・・・・ｐ79 
１ 職場見学 
２ ジュニア・インターンシップ 
3 
 
３ 丹生高校生徒の職業観の形成 
４ 受入企業との関係 
第２節 大学生による河和田アートキャンプ・プロジェクト・・・・・・・・・ｐ91 
１ 福井豪雨からの復興 
２ 河和田アートキャンプ・プロジェクト 
２－１ 概要 
２－２ ２０１３河和田アートキャンプ・プロジェクト 
第３節 小括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ103 
終 章 結論と展望－文化資本と地域再生－・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ109 
第１節 本研究による文化資本概念の発展・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ109 
 第２節 地域固有の文化的伝統と文化資本概念・・・・・・・・・・・・・・・ｐ110 
第３節 小括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ111 
第４節 今後の展望 
－漆器産業における地域固有の技能の蓄積・継承と学校知と地域再生－ｐ112 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
序 章 地域固有の職人技能を活かした地域再生の課題 
 
第１節 問題の提起－団塊の世代の持つ熟達した職人能力の行方－ 
 
１ 研究の背景 
 1947 年から 1949 年の間に誕生した人々のことを団塊の世代と呼ぶ。この表現は，1976
年に堺屋太一氏が，『団塊の世代』という小説において使った言葉である。堺屋太一氏は，
人口が多いことと，他の世代と経験や性格が違うという二つの特徴を指摘し，以後注目さ
れるようになった。 
 
図序―１  
日本の出生数推移 
 
昭和 年                 平成 年 
  
資料：「人口動態調査」厚生労働省，2013年 
 
 戦後の人口増加は，世界共通であるが，図序－１が示すように，日本の場合は特に短期
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間に集中して人口が増加している特徴がある。図序－２は，2010年国勢調査による日本の
人口ピラミッドであるが，団塊の世代の人口は，他のどの世代よりも突出していることが
わかる。団塊の世代は，戦後初めて誕生した世代であるため，それまでの価値観を転換さ
せ，新しい若者文化や，新しい社会潮流を創り出した。ニューファミリーという言葉もあ
る。彼らは，日本の高度経済成長を，企業戦士として支えてきた。しかも，バブル経済崩
壊後は，リストラなどの厳しい時代を経験してきた世代である。 
 
図序－２  
日本の人口ピラミッド 
 
  
資料：「2010国勢調査」総務省，2011年 
 
 今日，この団塊の世代が定年退職の時期を迎えている。財務省財務総合政策研究所の報
告書「団塊世代の退職と日本経済に関する研究会」によると，団塊の世代を含む，1945年
から 1950年生まれの人々が，今後，次々に退職した場合に，深刻な人材不足問題が生じる
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と警告している。しかも，このことは単なる従業員の不足にとどまらない。彼らは，戦後
の日本経済を牽引してきた世代であり，そこには，彼らが長年培ってきた，仕事に対する
経験やノウハウ，高度な技術や技能が蓄積されている。このような世代が持つ貴重な経験
１）を，次世代にいかに継承していくかが大きな問題となる。 
 図序－２からも明らかなように，団塊の世代の定年退職は，日本の製造業・ものづくり
に大きな影響を与える可能性が考えられる。今日では，各企業においては，技能の継承に
関して様々な取り組みが行われている。 
たとえば，大型工作機械などを主力とする東芝機械は，組織を挙げて若手技術者に対す
るひとづくりに取り組んでいる。 
2010年 6月に社内に技術技能伝承委員会を設置し，工作機械などの生産に不可欠な技能
のなかでも，社外にはない技能を披露した。機械の精度の決め手となる磨きや仕上げ作業
などは職人の勘の世界である。また，超精密加工が求められるナノ加工機械などのロール
の仕上げ検査なども熟練の技である。最後はこの人に任せないと成り立たないという技能
は約 60種類に及んでいる。頼みの職人は高齢化が進んでいる。そこで同社は職人が高齢化
し，継承の緊急性が高い技能を限定技能に選定した。小野康二生産推進部部長は次のよう
に言う。「製造するために絶対欠かせない技能がある。だが，ふと気が付いた時に必要な技
能が確保できない不安があった。」２）と。それは技能の低下だけでなく，これまで当たり
前だった製品の生産がなり立たなくなるおそれも含んでいる。限界技能の継続はものづく
りのカギを握っている。３） 
職人が引退すれば，彼らが持つ知識は活用できなくなる。「2007 年問題」として,6～7
年前から危機意識が高い。図序－３は，厚生労働省が行った「能力開発基本調査」である
が，日本の企業の 72.1パーセントが，人材の育成について問題ありと考えている。 
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図序－３ 
 人材育成に関する問題 
 
資料：「平成 20年度能力開発基本調査」厚生労働省，2009年 
  
団塊の世代が，定年退職をすると，日本のものづくりに大きな影響力を与える可能性が
ある。日本の経済成長を支えてきた製造業における団塊の世代の退職による，後の世代へ
の技能の継承と言うことに関して大きな問題がある。 
このまま，少子高齢化が進み，人口減少社会が進めば，生産年齢人口の大都市への流出
もあいまって，地方においては，ますます産業が衰退する。その結果，地域においては，
空き家も発生し，地場産業の成果を活かす力も低下し始めている。 
 
２ 地域固有の職人技能と，その継承問題－地域再生課題との関連－ 
製造業において，製造に携わってきた職人は，過去に様々な失敗や成功を経験しており，
これらを通じて様々な体験をすることにより，形式知以外に，豊富な暗黙知を蓄えている。 
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また，地域固有の伝統の技をも継承し，職人が持つ技能は，「匠の技」ともいいかえら
れることができ，言葉で説明できない知識，つまり形式知化できない暗黙知が多く含まれ
ており，例として，漆器・宮大工・陶芸・溶接など，技が芸術と重なる，いわゆる職人の
技能として知られている。このような匠の技は，後継者不在の場合には，職人とともに消
失することが考えられる。つまり，職人の定年退職や引退とともに継承が困難になること
が多い。可能な限り言語化できて論文やレポートなどに言語化できても，本当に理解する
ためには受け手側の体験が必要となり，最終的には個人の学習機会が問題となり，暗黙知
の継承が困難となるのである。 
他方，地場産業などの現場では，後継者が不在のまま，人口が減少して，空き家や空き
地が増加する。同時に未活用資源が増加すれば，それらを活かす可能性も大きくなる。 
ここで，空き家などの未活用の地域資源を活用して，地域や都市の住民が，地場産業や
自然，景観に触れ，職人技能の学習や継承について考える機会が生まれるならば，地域の
再生や発展の展望が生まれる可能性がある。 
さらに，外部からの人々の訪問や，学習のための人口の流入の研究も必要である。これ
らの視点は，今後の地域再生・発展にとって貴重な推進力となる。  
しかし，従来の日本における地域再生論においては，職人技能の継承と発展を中心課題
とした研究は，きわめて少ない。わずかに，地元学研究を提起した下平尾勲氏が地元商店
街の活性化と，地場産業の製品の販売など，市場形成にかかわって，その重要性を指摘さ
れているに過ぎない。後継者問題の深刻さは多くの論者が指摘しているが，解決の方向性
についての研究は見られない。その理由は，伝統産業や，伝統文化を「目に観えない無形
資産」として評価していく方法論が，日本においては欠如していたからではないかと判断
される。これに対して，西欧の研究では，産業実験という概念とともに，職人技能の再生
を，生産・流通・消費の総合的な過程として把握し，実践したという歴史があり，学ぶべ
き事例として注目される。 
 
第２節 無形資産としての職人技能に関する従来の研究 
 
１ 文化資本論登場以前における西欧の研究事例－ジョン・ラスキンの産業実験論－ 
 19世紀の後半に，ジョン・ラスキンは，衰退産業が残した資産と専門性・職人性を基礎
に，地域からの産業実験を提起した。ジョン・ラスキンは，美術評論家でもあるとともに，
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社会思想家としても成功した人物である。ジョン・ラスキンは，従来の経済学者が取り上
げなかった，人間の真の創造性や独自の工夫を必要とする生産物を，固有価値と名付けて，
量産品と区別した。そして，その存在を社会に提示すると同時に，社会的合意に基づき消
費者が固有価値を享受し得る能力を積極的に開発し，学習や教育によって享受能力を高め
る政策を確立することの重要性を説いた。 
 産業実験の内容を以下に述べる。 
イギリスのマン島において，当時，伝統産業であった毛織物工業が，経営の危機に直面
して，大工業との競争に敗れて撤退した。結果として，伝統産業の担い手，優れた技巧を
持つ熟練した職人たちは仕事を失い，地元から離れて行った。 
職人技を持つ知的所有者たちの一部は地元に残るも，彼らが持つ職人の技を活かす機会
はない。生産機械は放置されたままになり，あるいは売られてしまった。 
大半の人々は，これは必然的な法則にもとづく自然な傾向であるという考えであった。
これに対して，ジョン・ラスキンは，ここでつくられ，地域社会の共同の財産として残さ
れた伝統産業の生産やノウハウは，自然を基礎とした，人々の努力と創意工夫の結晶であ
り，個々の職人の技は，尊敬に値する芸術的作品を生産し得る貴重な資産であると評価し
た。そして，優れた製品の質を評価し，享受する消費者に，これらの技を伝え，市場を開
拓することによって，これを再生させることが，人間社会の進歩であり，自然のよき素材
を活かし，地域固有の伝統文化をかす道であると主張した。 
ジョン・ラスキンは，都市の市民から得た資金を活用して，水車小屋を作った。この水
車小屋は，各地に分散して生活する職人たちが集う共通の憩いの場となった。ここに交流
の場ができたのである。このことは，さまざまな地域が交流し，情報を共有することを可
能にした。 
また，ジョン・ラスキンは，都市の中産階級の女性が伝統的に手仕事をして繊維を衣類
に仕上げる技能を家庭内で継承してきたことにも注目し，この伝統を再生して，人々の，
本物に対する教授能力を高めることにも注意を払っている。ジョン・ラスキンは，伝統産
業の職人の技能やノウハウは，農村でも都市でも，地域社会の共同の財産であり，それら
は，人々の努力と創意工夫の結晶であると考えたのである。産業実験は，崩壊した毛織物
工業の再生を試みるものであった。伝統産業において，効率的には淘汰されてしまった職
人の技に着目し，再生を試みたのである。これは，次に述べる文化資本としての職人の技
能の発展・再生を可能にするための，新たな機会を創り出すことにつながる考え方であっ
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た。 
 
２ 職人技能の継承・発展による産業・地域再生の研究史 
本研究は，地域産業の衰退とともに，顕著な人口減少が表面化し，整理統合の声すらあ
る日本の地場産業の再生，そのキーワードとしての「職人技能の継承・発展」，その職場・
仕事場における継承と，学校教育制度を通じての継承を主たる研究対象とする。 
地域再生を地場産業の振興によって達成し得るかどうかは，極めて判定の困難な課題で
あるが，もしも，日本における典型的な伝統産業地域において，熟達した技能を継承・発
展し得る後継者の確保に関する試行錯誤の動きがあれば，これを手がかりとして，新たな
展開への可能性を見出すことができる。 
いうまでもなく，地場産業の再生や発展における後継者確保は，仕事において，熟達し
た技能の所有者から，次世代の人々への技能継承によって行われる。そして，この課題を
解決するには，人から人への「熟達した技能という無形資産」の移転や継承の過程を解明
し，その過程を，学習や訓練，人材育成などによる無形資産の誕生として位置付けること
ができる。 
従来の経済学は，無形資産として著作権を有する資産以外は，資産として取り扱わなか
った。たとえば，現代経営の生産の三要素といえば，有形のもの，つまり「資本（機械設
備・建築物・在庫品など），土地，人」である。目に観えない資産である「熟達した技能と
いう無形資産」は，人が労働して技能が獲得され発揮されたときには，賃金が労働時間へ
の対価として支払われる。この扱い方は資産ではなくて経常経費である。フローとして製
品の価値に全額が移される。必要であれば，機械に代替できるコストでもある。 
このように取り扱われたのでは，もともと資産でないから，その価値が継承されて次世
代が活用するなどということは経営の視野には入らない。 
しかし，このような熟達した技能への評価方法は，現代経営における無秩序や混乱を生
み出す要因となった。熟達した職人能力を持つ人材は賃金コストを高めるという理由で，
若手の導入された機械操作技能を持つ人材に置き換える。そして，このことが製品の質を
低下させ，手仕事の精巧な加工を不可能にし，産業競争力を奪う。ひいては，現場のリー
ダーへの敬意が失われる。 
現代経営学における研究の顕著な傾向は，「実践知」という概念の登場である。それは，
「熟達した技能という無形資産」の価値を認めるとともに，かかる資産を持つ人材が，持
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たない人材に対してリーダーシップを発揮し得ると考えたことを意味している。 
経済学は「実践知」に該当する無形資産を，「文化資本」と表現した。 
本研究は，文化資本概念として，熟達した職人の技能を把握し得る可能性を持つ文化経
済学，とりわけ，文化資本論を研究方法として評価しつつ，その成果を，現代地場産業の
典型例としての鯖江の漆器産業に適用した。その結果，従来の文化経済学の発見を超える，
新たな視点からの研究課題も提起されている。 
それは，地場産業の後継者問題を研究すると，生産現場において，職人から次世代の職
人への技能継承問題だけではないものを見出す。 
具体的には，訪問者の体験学習であり，学生や社会人に対する技能継承への手ほどき，
技能学習の機会提供である。このような機会は，学校教育における教育課程への実践知学
習の必要性を提起するとともに，地場産業の立地する地域と都市部における人的交流のな
かで，学校知と実践知が結合される可能性を産み出す。また，技能継承過程は仕事場のな
かだけでなくて，その場を超えた，社会への広がりとつながりを生み出す。後継者問題は，
いまや社会の問題であり，社会における問題解決への総合的な取り組みをも促す。 
 
第３節 従来の文化資本研究 
 
１ ピエール・ブルデューの文化資本論 
ピエール・ブルデューは，人間が，労働を通じて自分の資産を形成するのと同様に，学
習や経験を通じて知識を資産として蓄積し教養を獲得していると考える。 
この過程で，知識や手仕事や，文化，生活習慣は，人間の身体の一部となる。それが社
会生活において何時でも活用できる状態にまで体得された時，つまり「血肉と化した」時，
その知識や教養を「身体化された」ものとみなす。これが文化資本である。 
これを体得するには，時間を費やして体験や知識の学習をしなければならず，学習時間
の差異によって，文化資本の獲得には，大きな格差が生じる。その結果，時間を持つ富裕
階級が大きな文化資本を持ち，低所得層は時間を割くゆとりがなく，文化資本が小さい。  
ピエール・ブルデューは，文化資本の大小が社会関係と極めて強い相関関係を持ち，文
化資本自身が社会的選別の指標となっていると言う。さらに，彼は，身体化された文化資
本から，芸術作品のような客体化された文化資本が生まれること，客体化された文化資本
の価値を証明するための制度と，証明書や通念などが，制度化された文化資本を産み出す
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と言う。 
本来の文化資本の価値は，制度化されたもので覆われている社会通念を見抜く眼を人々
が学び合い，育て合うなかで，公正に評価される。ピエール・ブルデューは，「「眼」とは
歴史の産物であり，それは教育によって再生産される。今日正統的なものとして通ってい
る芸術の知覚様式についても同様である。この知覚様式とは芸術作品をそれ自体として，
それ自体にむけて，その機能においてではなく形式においてとらえる能力，しかもそうし
た評価方法に適した作品すなわち正統的芸術作品だけでなく，まだ正統的なものとして公
認されていない文化的作品－たとえばかつての原始芸術，今日では大衆写真やキッチュ－
であれ，自然であれ，とにかく世界のあらゆるものをこうした見かたでとらえる能力，そ
うした能力としての美的性向のことだ。」4）と述べている。 
ピエール・ブルデューは，各人の持つ慣習行動が各人の社会的位置に強く関係すること
を証明している。この階級性に依存した慣習行動の総体をハビトゥスと名付けた。ハビト
ゥスは，各人の社会的位置から生成し，各人をある種の慣習行動に導くような作用だけで
はなく，慣習行動全般，ある作品，趣味などを弁別し，分類する差異化としての作用も持
ち合わせていると言う。「「身体化された」incorpore とは，簡単に言えば「身につけられ
た」「身体にとりこまれた」ということで，後に触れる概念を先取りして言えば，「ハビト
ゥス化された」と言っても同じことである。」5）と言う。以下，ピエール・ブルデューの文
化資本論について考察する。 
 
 １－１ 身体化された文化資本 
「私たちは労働によって財を蓄積するのと同様に，学習や経験を通して知識を積み上げ，
教養を獲得する．それらはじゅうぶんな摂取過程を経て身体の一部と化すのでなければ，
ただの一時的な知的装飾に終わってしまうだろう。しかしそれらが社会生活においていつ
でも動因できる状態にまで咀嚼され消化された時，つまり文字通りに当人の「血肉と化し
た」時，私たちはその知識や教養を「身体化された」ものとみなすことができる。生物学
的限界をもった身体と不可分であるという性質上，この作業は本来的に個人的レベルでし
かなされえず，代理・代行を許容しないし，そのままの形では他人に譲渡・伝達すること
もできない。また，身体へのとりこみは必然的に，ある程度の時間の消費を要求する。ち
ょうど労働と引き換えに蓄財が可能になるように，私たちは時間という代価を支払って文
化資本を体内に蓄積するのである。こうして吸収され身体化された知識や教養は，あらゆ
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る財産と同じく，なんらかの市場（たとえば学校市場，社交市場，労働市場など）におい
て投資することができ，その結果として一定の利潤－物質的利潤だけでなく，他人の尊敬
や評価といった「象徴的利潤」も含む－を生み出すことも期待できる。」6）と石井洋二郎氏
は述べている。 さらに，「いずれにせよ，個人の身体に同化され組みこまれた文化資本は，
そのままでは目に見えないので，それが実際に動員されるためには，意見表明などの形で
言説化されたり，試験などの機会に発揮されたり，日常的なしぐさの中に具体化されたり
といった具合に，なんらかの外在化がなされなければならない。逆に言えば，この種の外
在化がなされない限り不可視の状態にとどまるのが身体化された文化資本の特徴。」7）と述
べている。 
身体化された文化資本は，身の振る舞いや生活習慣といった身体と不可分に結びついた
形態である。これは，日々繰り返される生活や，周囲の人々との接し方によって，ほぼ無
意識的に身体に蓄積されるものである。 
 
  １－２ 客体化された文化資本 
 これは，具体的に言えば，書籍，絵画，事典，道具，機械などの，いわゆる文化的財
biensculturelsのことであり，これらは身体化された状態と違ってはっきり目に見え，実
際に手で触れることもできるだけに，差別化＝卓越化の指標としても明示的に作用しやす
い。 
 ところでこれらの資本形態は，一見「身体化」という作業とは無関係に見える。いずれ
も，いわゆる「物」である以上，それを獲得するのに要求されるのは購入に必要なだけの
金銭，すなわち経済資本だけであって，べつに時間をかけて知識を蓄積したり，感性を磨
いたりする必要はないように思われるからである。だが，それは正確ではない。いかなる
物であっても，それが客体化された文化資本として機能するためには，これに対応する身
体化された文化資本を多かれ少なかれ所有していることが前提となる。つまり，客体化さ
れた文化資本はけっして身体化の作業と無縁ではない。この点について，ピエール・ブル
デューは，「文化的財は，物質的所有化の対象にもなりうるし，象徴的所有化の対象にもな
りうる。前者の場合は経済資本が前提となり，後者の場合は文化資本が前提となる」8）と
言う。 
 客体化された文化資本は，その家庭を支配する文化的雰囲気をある程度まで規定するこ
とによって，身体化された文化資本の獲得・蓄積条件を形づくっていく。 
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  １－３ 制度化された文化資本 
 ピエール・ブルデューは，「「制度化された」institutionnalise 状態とは，当人のそな
えている知識や技能などがなんらかの手段（多くは試験という形をとる）によって公式に
判定され，免状や肩書によって保証される「資格」という形で社会的に認証されたもので
あり，いわば個人レベルで身体化された文化資本が，集団レベルで客体化されたケースで
ある。その意味で，これは身体化された文化資本と客体化された文化資本とのちょうど中
間的な形態，より適切に言えば，両者の折衷的な形態ということになる。」9）と言う。また，
「およそ公的な試験によって付与される資格はすべて，この範疇に入れることができる。
たとえば，弁護士，税理士，医師，建築士など，国家試験によって認定される職業資格の
数々。あるいは，運転免許や理容師免許など，一定の技能の持主にたいして与えられる種々
の認許状。しかし社会的差別化という観点からして，最も人々を明確に切り分けるのが，
やはり学歴社会という文化資本であることは言うまでもない。それは労働市場における当
人の価値を決定し，職業選択に大きく関与するのみならず，当人について他者が抱く表象
にも少なからず影響を及ぼしつづける。そしてその表象的効果は，場合によっては社会関
係資本に転換されて，仕事面で思わぬ利潤をもたらしたりするものである。」10）と言う。 
 これは，学歴や資格と言う形態で法的に保証された価値が付与されるもので，この文化
資本は，社会において，効力あるものとしてその効果を発揮する機会が多い。 
 
  １－４ 文化資本の獲得 
 ピエール・ブルデューは，以上の文化資本の獲得様式について，次のように区別してい
る。 
 「全体的で，そうとは感じられぬうちにごく早期からはじまり，ごく幼い時期から家庭
でおこなわれる体験的習得」と「遅くからはじまり，系列的で加速された習得形態」とい
う二つの形を基本的に区別している。11） 
 先ず，「身体化された文化資本」について考える。文化資本が身体化される主要な舞台が
家庭であることは，ほぼ疑う余地がない。生まれながらに良質の文化的環境に恵まれた子
供は，幼少期からさまざまな文化のあり方に触れる機会を与えられ，それらを常に身近に
感じることによって自然に教養がつちかわれ，趣味や感性が育まれていく。幼少期から，
少しずつ，おそらくは当人もはっきりそうとは知らぬままに実現されていく，この先取り
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された遺産相続，もしくは暗黙の生前贈与とでもいうべき資本の移動作業は，経済資本の
相続と違って法的な手続きをいっさい必要とせず，また家庭という，試験もおこなわず免
状も発行しない私的ミクロコスモスにおいて，あくまでも内密におこなわれるため，それ
だけ隠蔽度の高い，見過ごされ（誤認され）やすい資本伝達形式であるといえる。もっと
も，身体化の作業は常にある程度以上の時間と努力を要求するものであるから，単なる名
義の書き換えによって即座に財産が譲渡されるように，瞬間的かつ無条件に相続がなされ
ることはありえないし，かならずしも正確かつ厳密な譲渡が成立するとは限らない。この
プロセスを公的に継承・発展させる機関が学校である。学校では，家庭と違って子供が一
定の年齢に達しないと教育が開始されず，またあらかじめ決まった共通のカリキュラムに
沿って組織的に指導がおこなわれるので，文化資本の獲得様式は「遅くからはじまり，系
統的で加速された習得形態」となる。 
 「客体化された文化資本」はどうであろうか。これは，あくまでも具体的な財物である
から，一定の経済資本があれば即座に獲得できるし，物質的にはそのまま相続することも
可能である。しかし，いかなる財も継承者本人によって身体化され，象徴的なレベルでも
相続されるものでなければ，実際に活用できる資本としての有効性を持つことはできない。
たとえば，芸術を例に考えると，美術品やピアノなど客体化された文化資本は，美術品を
愛好する父の所有する身体化された文化資本や，音楽をたしなむ母の身体化された文化資
本を同時並行的に継承するものでなければ，本当の意味で相続されたことにはならないと
言うことである。美術品やピアノなどは客体化された文化資本の例であるが，子供は，家
族によって話された言葉や書かれた文字，なされたしぐさや表情を通して体験的学習をお
こない，そこに反映されている文化資本を，今度は自分のものとして身体化しはじめる。 
 「制度化された文化資本」の場合は，身体化された文化資本が客体化されたケースの一
つであるが，その支持体は学歴をはじめとする種々の資格であるから，代理・代行がきか
ない。たとえば親の学歴資格を子供が再生産するには，本人自身が親に匹敵するだけの文
化資本を蓄積し，公式の判定システムによる承認をみずから勝ち取らなければならない。
ただし，高学歴の親を持つ子供が高学歴になる確率が比較的高い傾向が認められるが，こ
こでも，家庭および学校における文化資本の身体化という作業が大前提になる。 
  
２ デイヴィッド・スロスビーの文化資本論 
デイヴィッド・スロスビーは，経済学と文化には，それぞれ価値を認識するための概念
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的基礎が存在すると考えている。経済学における価値と文化における価値の概念について，
如何にそれが解釈され如何に評価されているか考察している。彼は，文化の本質的な性格
を取り出すと同時に，経済学的な操作や分析を適用できる文化の概念化を，文化資本とい
う概念を提唱して説明している。 
 
２－１ 文化の領域における価値の概念 
「根本的な意味において，「価値（value）の概念はすべての経済行為の根元であり，そ
して動機である。同時に，全く異なる観点からであるが，価値の概念は文化の領域にも浸
透している。経済の領域において，価値は個人や市場が財に割り当てる効用，価格，そし
て，有用性に関連づけられる。文化の領域では，音符の音価（tone value）や，絵画の色
値（color value）といった専門用語で表現されるか，あるいは，作品やオブジェクト，経
験あるいは他の文化的なものの，メリットや有用性といった，一般的な言い方で表現され
るような，文化的な現象のある種の性質のうちに価値が存在する。」1２）と，デイヴィッド・
スロスビーは言う。また，「経済学と文化において，価値の概念は，その起源が異なるにも
かかわらず，静的・受動的な意味においてのみならず，交渉や相互作用といった現象のよ
うな動的・能動的な意味でも，有用性の表現であると見なすことができる。したがって，
価値はこの二つの分野を関連づける過程の出発点，すなわち，その上に経済学と文化との
複合的な考察を構築可能な礎石であると見なすことができる。」1３）と言う。 
デイヴィッド・スロスビーは，文化について考えることは，価値について考えることで
あると説いている。文化の観点から価値を表す場合，文化的価値の範囲，およびその推定
に利用する方法は，モデルを作る方法などのように，たとえ経済学の方法や考え方から借
用できる点があったとしても，文化に関する論議のなかで創造されなければならないと考
えた。 
また，彼は，「個々の経済主体の活動と彼らをとりまく諸制度の文化的次元を排除する経
済学の観点は，行動を説明，あるいは理解するのにひどく不完全なものとなりうる。もし，
文化的価値への関心がミクロなあるいはマクロなレベルでの意思決定に実際に影響を与え，
何らかの経路で資源配分に作用するならば，それらを経済的分析において無視することは
できないのである。」１４）と言う。これは，経済的価値と文化的価値とを，それぞれ財やサ
ービスの評価を考える際に，区別しなければならない別々の概念として成り立っているこ
とを示している。 
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 ２－２ 文化的価値と経済的価値を生み出す文化資本 
デイヴィッド・スロスビーは，「経済学と文化とのギャップを埋めるためには，経済学的
な議論の文脈と，広い意味での文化的な議論の文脈との双方で理解できるようなやり方で，
文化的な現象を，その本質的な特徴を捉えるように描き出すアプローチを提示するとよい
だろう。そのためには，「文化資本」という概念を用いるとよい。」１５）と言う。 
そして，彼によれば，文化資本は文化的価値と経済的価値の双方を生み出す。文化資本
は二つの形態で存在する。一つは「有形」で，建物や様々な規模・単位の土地，絵画や彫
刻のような芸術作品，工芸品などの形で成立している。二つめは「無形」で，集団によっ
て共有されている観念や慣習，信念や価値といった形式をとる知的資本として成立してい
る。私たちは，所与の時点において，ある資本ストックとして存在する，有形・無形の文
化資本を考察することができる。そうした資本ストックは，資産としての独自性ゆえに経
済的かつ文化的な観点から評価されるものである。 
ここに言う「無形で，集団によって共有されている観念や慣習，信念や価値」は，長い
歴史と伝統を持つ地域，たとえば，日本では，民衆宗教や家族関係そして，創意工夫や努
力の中で，職人の技や，職人の生き方として，各地ごとに，多様な文化的伝統を形成して
きた。日本社会の文化的な基礎，つまりは伝統や慣習が日本人の経済生活のあらゆる面に
浸透している。 
これらの伝統や慣習は，各国によっても，多様性があり，個性的なものである。 
これらの多様性を前提としながら，各国の伝統や慣習が，相互に理解され始めると，そ
こに，各国や，各地域に共通するものを見出すことができる。 
この点を明らかにした，アマルティア・センは，その共通性を「潜在能力」と呼んだ。 
そうなると，それぞれの社会は，個々人の潜在能力を高めることに焦点を当てた公共政
策や経済の在り方を構想できるであろう。 
このような潜在能力を，キース・グリフィンは次のように要約している。 
「人々の能力を高めて，長寿を全うすること，健康を楽しむこと，世界の知識と情報の
ストックにアクセスすること，彼らのコミュニティにおける文化的生活に参加すること，
食料・衣服・住宅を手に入れるのに十分な所得が有ること，彼らの人生とコミュニティに
直接影響をあたえる決定に参加することなど。 
このような人々の潜在能力を増大させることは，重要なことである。そして，国内生産
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または物的生産の拡大ではなく，潜在能力の増大が発展政策の目標であるべきである。」  
1６）と。 
この考え方は地域の再生問題を考える際に，とても大きな意味を持つ。アマルティア・
センの考えることは，日常生活を形づくる共有された信念，価値，言語，伝統など，文化
によって可能になろう。 
デイヴィッド・スロスビーは，「文化を資本として捉えることにより，文化の長期的側面，
つまり文化の動的・発展的・時代的・世代間的な側面や，その供給と需要，生産と消費に
ついての考察が可能になる。」１７）と述べている。 
さらに，「文化資本概念の一つの最も顕著な適用例は文化遺産，すなわち先行する世代か
ら継承され，次世代へと引き継がれる有形・無形の文化遺産である。文化遺産を資本とし
て取り扱うことは，現在は受け入れられているように環境的資源やエコシステムを自然資
本として扱うことと相似している。そして実際に，環境上の快適さをうまく評価するさい
に用いられたのと類似した手法が，文化資産によって生み出された便益の評価の際にも用
いられている。ここでもまた，文化資本が文化的価値ばかりでなく経済的をも含み，また
増大させるという事実は，特別に注意するに値するし，それは文化資本を評価する際に用
いられるべき分析方法を規定する。」１８）と言う。 
 文化資本は，現在と将来において利益をもたらす文化的な財とサービスの源泉として存
在していて，私たちは，この文化資本が持つ価値を，時間が経つにつれて落とすがままに
しておくこともできるし，それを維持することもできるし，あるいは増大させることもで
きる。 
 私たちは，文化資本を，それが有する経済的価値に加え，文化的価値を具体化し，蓄積
し，供給する資産として定義できる。文化資本も，他の資本同様にストックとフローとを
区別することが重要である。文化資本のストックは，物理的な量や集計された価値で，あ
る一定の時間に存在する資本の量である。これは，さらなる財やサービスを生み出すため
に消費されたり使われたりするような，サービスのフローを継続的に生み出すと考えられ
る。 
デイヴィッド・スロスビーの議論は，オーストラリアや欧米を舞台に論じられている。 
しかし，文化を利用した産業の発展や地域振興の効果への注目は，日本の多様な文化の
活用や，地場産業の問題を考えることにもつながっている。 
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 ３ 福原義春の文化資本論－その現代的意義－ 
 「経済学では，生産性の低い産業は競争の過程で淘汰され，競争力の強い，高い生産性
をもつ産業が生き残る，というのが常識であった。生産性が低くても，産業の進歩の方向
からみて産業の発展には不可欠であり，質的に重要性が高まる産業があるのである。そし
てこの考え方は，現代の産業発展の方向と関連させてみると，科学などの研究にも当ては
まる重要な基本的傾向である。」１９）と池上惇氏は言う。 
たとえば企業は，金銭的価値を追求する経済資本であるだけではなくて，社会に対して
責任を持つ社会資本，人間の個性と尊厳を確立する文化資本など，多様な要素を持って，
相互に補完し合うことになる。そして，企業が社会に責任をもつ立場から文化支援などの
フィランソロピーを実行するにつれて，企業が独自の文化的雰囲気や伝統をつくりあげ，
文化的に成熟すればするほど，財やサービスにも人間中心の文化的内容が付加されること
になる。 
また家計についても，従来の経済学においては，金銭的価値を所得という形で獲得し，
それを最大化して，家族の欲求充足を最大化するものとして把握されてきた。ここでは，
家計は単なる消費の主体にすぎない。これに対して，新しい経済学においては，家計は消
費の主体であるよりは，むしろ，金銭的価値を追求すると同時に，社会的な価値や文化的
な価値を追求する主体である。そこには，自分自身の独自の個性や文化的な価値を確立す
る主体が存在する。 
 また，文化を生活のなかに活かして生活自体を変えようとする動きが見られ，これらの
自発的な動きは，文化，教育，購買，医療，福祉，環境などを改善するためのさまざまな
協同団体，非営利団体を生み出しつつある。これらの動きを自治体がコーディネートして
文化的な生活様式のために発展させていくと，仕事をおこし，地域をつくり，人を育て，
文化を高めることができると考える。 
 福原義春氏は，2010 年 7 月の講演で次のように述べている。「文化の伝承や伝統という
ものは，一度途切れると元に戻すことはまず不可能です。例えば，今，機械式の時計が再
び見直されていて，精密な高級機械時計が次々と売り出されています。が，一時期すべて
電池式に切り替えてしまったメーカーは，技術や精神，スタイルを伝承してこなかったた
め，もう機械式の時計はつくれないと言われています。文化の伝承が途切れるということ
は，民族が抹殺されるくらい恐ろしいものなのです。」２０）と。さらに，「文化は政治や経
済が先にあって存在するものではなく，その国の文化の上に政治や経済成立して，はじめ
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て国全体の力になるのです。このことを理解しなければ，日本はグローバル社会の中で埋
没してしまって生き残れないばかりか，唯一の共通のよりどころである文明まで失ってし
まいます。」２１）と言う。 
 また，「企業の歴史が，その本拠を構えてきた地域と重要なかかわりをもってきたという
ことはいうまでもありません。（中略）つまり，それぞれの地域には地域固有の歴史・文化
に裏打ちされた「場所の意志」というべきものがあります。地域の自然，文化，社会とよ
い関係をもってきた企業というものは，この「場所の意志」を尊重しながら，文化経済を
営んできたといえるでしょう。しかし，これからはさらに，「場所の意志」をどう設計して
いったらよいか，そこから「企業は地域をどうしたいのか」というように，積極的にテー
マを追求していくことが大切となってきます。」２２）と述べている。経済利潤を生み出す活
動と文化を生み出す活動が，切っても切れない方向へ動いていることが，現代の経済社会
の特徴であろう。 
 これからは，これまでになかった，地域固有の文化を念頭においた新しい魅力的な空間
としての地域づくりを，しっかりと考えるべきときが来ているのである。 
 
第４節 小括 
 
本稿は，実証に基づいて，職人能力を文化資本として把握した。ここでの「身体化され
た文化資本」は，職人個人のものとしてのみ捉えられるものではない。ピエール・ブルデ
ューは，文化資本が身体化される主要な舞台を家庭と捉えているが，この点は，第２章の，
鯖江市河和田地区の事例が実際に示している。これらの文化資本は，個人のものであると
同時に，地域のものでもある。 
地場産業だけでなく日本の発展を担ってきた団塊の世代の定年退職は，彼らが心身に蓄
積してきた実践知を，次世代へ継承するという重い課題を提起した。ホワイトカラー，技
能者，福祉，教育，芸術など，あらゆる分野で大きな問題が提起され，模索が始まってい
る。各企業など，経済組織における実践知の継承は，日本の場合，各地に固有の文化的伝
統から大きな影響を受けている。それらは，医療，看護，介護などの急激に就業者の比重
が高まっている領域においても，研究開発やマネジメント，マーケティングなど知識労働
に関わる分野においても，農山漁村から地場産業に至る，多様な領域において，人口減少
のなかでの，大規模な後継者問題を伴っている。これらの全領域を研究する上で，地場産
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業における実践知の研究は，特別の重要性を持っている。 
 デイヴィッド・スロスビーは，「文化が集団の中での個々人の考え方や行動に影響を及ぼ
し，また集団全体としての行動様式に影響を与えると考えることは難しいことではない。
この命題は会社などのような小さな集団にも，国のような大きな集団にも適用することが
できる。（中略）集団のアイデンティティと価値観が，個人の選好パターンを方向づけ，し
たがって彼らの経済的行動を方向づけるという形で言い表しうる。」２３）と言う。 
 ピエール・ブルデューが分析を行ったのは，フランスの階級社会という特別な時代背景
がある。本研究では，彼の「身体化された文化資本」というアイディアは参考にしつつ，
経済発展における文化の役割を考察しているデイヴィッド・スロスビーの学説を適用し，
検討を行っていく。 
 
第５節 本研究の目的と方法，論文の構成 
 
１ 目的と方法 
本稿は，地域固有の文化的伝統としての，地場産業における職人の技能，または，熟達
の継承過程を取り扱う。このことを通じて，この根本課題は体験学習などを通じた人づく
りによるほかはなく，職人技能に触れた人づくりの営みこそが，地場産業衰退による地域
崩壊を防ぎ，地域の再生につながることを明らかにする。 
地場産業における職人技能は，各地に固有のものであって，さらには，高い文化的価値
を持つものとして評価することができる。職人技能の継承問題は，地場産業だけでなく，
広く，団塊の世代退職後の企業経営における後継者欠如の社会問題として注目を集めてき
た。すなわち，職人の仕事は，地域文化の伝統を踏まえつつも，自由な発想による芸術的
な美や機能の追求，顧客への責任を果たそうとする意識，伝統の型をイノベーションする
創造性など，高い文化性を持つとともに，現代のオンリーワンを求める生活者の欲求に応
えて商品を開発し，市場を確保して，経済的価値を生み出す上で不可欠の要素が含まれて
いるので，経済活動においても，イノベーションによる利益確保の源泉として高く評価す
ることができる。  
本研究は，福井県鯖江市の代表的な地場産業である越前漆器産業の職人にアンケート調
査・ヒアリングを行い，経営学における熟達や，社会学における暗黙知，文化経済学にお
ける文化資本の検討，そして地場産業に関する従来の研究を踏まえて，この結果を分析・
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検討した。その結果，地場産業における実践知の存在と重要性を発見し，実践知の核とな
る職人技能や力量，その背景にある地域の伝統的文化に着目して，その蓄積・継承のメカ
ニズムと問題点，解決の方策を探った。 
現代の中小企業研究や地場産業研究は，小規模でも，世界企業となり得る企業や，衰退
の実態研究などが多く行なわれてきた。地元商店街の重要性を指摘した地元学の研究など
も，重要な課題を提起している。しかし，本研究は，衰退の実態から選択と集中の可能性
を検討する傾向やイノベーションによる世界企業への飛躍を展望する志向だけでなく，地
場産業の職人にとっては，日常的な営みでありながら，職人技能の継承を実践するという
最も切実で困難な課題を直視し，ここに焦点を絞ることとした。次世代への継承という最
重要課題の解決なくしては，いかなる展望も持続性を持ち得ないからである。 
この結果，本研究は，越前漆器産業における，軒下工房という体験学習の場や，学校教
育における体験学習の意味，都市部からの学生が地場産業の現地で交流や学習活動を行い，
日本の職人技能に直接触れることの意味を解明した。 
このことを通じて，職人技能が，私的な経営の場から公共の場へと広げられる。そして，
職人技能は，社会から見ても，継承の重要性と文化的価値を持つという共通の理解が広ま
る。また学校教育が職人技能と交流を持つことにより，職人技能に対する理解の機会が確
保される。       
職人技能を，地域固有の伝統のなかで把握することが重要である。職人の仕事は，伝統
を踏まえつつも，自由な発想による美の追求などの高い文化的価値を持っている。したが
って，学校教育が，地域社会との交流を深めて，職人も，現代の学校教育や経営理論から
学び得るとするならば，学校制度が普及した現代において，実践知の継承過程に学校知が
関わるのは，自然である。 
職人技能の継承過程に，現場での体験学習，学校教育との交流が社会的な規模で行われ
るというシステムが，本研究で発見した，鯖江市での経営実践である。 
ここでは，研究の方法として，日本における地場産業の実践知を研究して，地域再生研
究に新たな一石を投じ，同時に，従来の企業研究から生まれた実践知研究の対象を地域の
地場産業に拡充することによって，一層の発展を図ることを目的とする。 
本稿は，かかる新たな展望を拓く上で，実践知と学校知を結合するという新たな，また，
後継者を確保する上で，最重要な課題に挑戦したいと考える。 
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２ 論文の構成 
2007年問題以降，団塊の世代が持つ暗黙知をいかにして継承することができるかについ
ての対策がなされてきた。本研究では，経営における実践知，社会における暗黙知，地域
や企業における文化資本など，人が持つ無形資産の重要性を示すとともに，これら無形資
産の集約されたものとして，地場産業における職人の技能に注目した。そして職人技能を
いかにして蓄積・継承していくことが可能であるかについて，越前漆器産業の調査を通じ
て検討する。さらに，実践知として把握された職人技能が，学校教育における実践知重視
の教育改革と連動しつつ，学校知との交流のなかで教育を変えながら，同時に，後継者育
成の道を拓いていく可能性に注目した。 
地域固有の職人技能を再評価し，職人の定着と後継者を確保するには，次に示す政策や
システムの構築が求められる。 
①職人技能を，地域の職人たちが共有して継承してきた固有の文化資本として位置付け
る。 
②目に観えない共通の資産から学んで，職人が個々の経営のなかで個性的に身に付けた
技能と文化を文化資本と呼ぶ。 
③この文化資本が生み出す地域や経営での体験学習などのサービスを通じて，生産者と
消費者・学習者とのコミュニケーションの場を拓く。 
④このような場を持続させ，交流・交流人口の増加から宿泊や定住を促し，その場にお
ける文化的伝統や職人の魅力，貴重な地場産業を活かし，地域再生に貢献する活動を持続
させる。 
⑤この活動を基礎とした，地場産業振興や伝統文化振興，観光の案内，公共教育の改革
などの地域公共政策が必要となる。 
 
 序章では，本稿は，まず問題の提起として，団塊の世代の退職問題に端を発する，企業
における職人技能など，多様な仕事における熟達や独創性，技巧等の継承不能についての
状況を分析する。それによる経営上の困難についての企業側からの指摘を取り上げ，日本
における職人技能の継承・発展の重要性を明らかにする。さらに，この問題が地場産業に
おいて，特に深刻であり，地域衰退の原因ともなっており，職人技能の継承・発展が，地
域再生につながると考えられることから，後継者育成の可能性について検討するという問
題の提起を行う。 
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次に，この研究課題を解明する上で核心的な位置を占める，従来の文化資本の研究史を
概括し，文化資本論における実践知と学校知の結合という新たな課題を提起する。 
 第１章では，本稿は，序章の問題提起を受けて，日本の地場産業における後継者問題に
ついて確認する。継承の過程における，産業の現場と学校教育の結合について考察する。 
 第２章では，本稿は，福井県鯖江市の地場産業である越前漆器産業を事例に，現場にお
ける職人技能の実態と職人の意識を分析・検討する。 
 第３章では，本稿は，職人技能に関する従来の研究を再確認し，越前漆器産業における
体験学習の取り組みを紹介し，その際，同時に，職人の持つ暗黙知と，無形資産としての
価値に注目する。学校教育に，体験的な学習が必要であることを主張する。 
 第４章では，本稿は，職人技能の継承・発展には，学校教育との連携が必要であること
を検討する。事例として，高等学校と大学生の取り組みについて取り上げ，実践知と学校
知の結合について検討する。職業能力開発促進法に基づく公共職業能力施設等や，一部の
学校等で行われている漆芸教育等の職業訓練はあるが，学校教育法上での学校教育におけ
る職業教育，特に地域に根差した地域固有の特色ある教育の充実の必要性を提言する。 
 終章では，本稿は，文化資本と地域再生の課題は，地域の企業や産業における実践知の
蓄積や継承の問題だけではなく，地域における学校知に実践知を採り入れることによる，
地場産業の現場と学校教育の距離の短縮の必要性を解明する。元来，地域には地域の歴史，
文化，伝統があるのであるから，その地域にある学校には，地域に根差した特色ある教育
システムの構築ができるように権限を与えて，地域と公共が協力して地域固有の文化資本
を守っていくことが求められている。そして，本研究で得られた成果をもとに，後継者育
成を通じての地域再生の展望を明らかにする。 
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第１章 地場産業における職人の後継者問題  
 
 第１節 実践知と学校知  
 
本研究は，地域固有の文化的伝統としての，地場産業における職人の技能，または，熟
達の継承過程を取り扱う。そして，この過程においては，職人技能の継承における人材育
成の課題が提起されており，この課題を解決するために，職人の仕事現場で継承・発展・
蓄積されてきた実践知を，学校知を持つ人々が学習するシステムが産まれつつあることに
注目している。 
 元来，職人技能に関する実践知の研究は，柳宗悦氏によって日本工芸の本質にかかわる
ものとして位置付けられてきた。柳宗悦氏は，「凡てを機械に任せてしまうと，第一に国
民的な特色のあるものが乏しくなってきます。機械は世界を共通にしてしまう傾きがあり
ます。それに残念なことに，機械はとかく利得のために用いられるので，出来る品物が粗
末になりがちであります。それに，人間が機械に使われてしまうためか，働く人からとか
く悦びを奪ってしまいます。」１）と指摘している。          
これに対して，職人技能を基本とする手仕事の特徴は，①地域的特性，民族的な特徴が
濃厚に現れてくること，②品物が手堅く親切に作られること，③そこには自由と責任が保
たれること，④そのため仕事に悦びが伴うこと，⑤新しいものを創る力が現れること，⑥
手仕事を最も人間的な仕事と見る見方がでてくること，⑦人間的な働きがなくなったら，
この世から美しいものが失われること，２）などが挙げられている。 
これらの特徴を踏まえると，職人技能を，各地に固有のものであって，さらには，高い
文化的価値を持つものとして評価することができる。また，自由や責任，創造性など，経
済的価値を生み出すには不可欠の要素が含まれているので，経済活動においても，イノベ
ーションの源泉として高く評価することができる。 
そこで，量産システムの経済性と，職人技能を特徴とする地域固有の産業発展が両立す
るシステムを構想していくことが不可欠であろう。 
本研究は，鯖江における地域産業を典型例として，このようなシステムの在り方を研究
し，職人現場における技能の蓄積（実践知）と，学校教育における，先端科学をはじめと
する知識の習得（学校知）の結合過程を解明する。 
さて，柳宗悦氏の視点を現代的に受容した場合，国際的な研究交流のなかで，現在，注
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目されているのは，欧米における実践知の研究であり，その研究成果を，日本企業のホワ
イトカラーの仕事・その熟達過程に応用する研究である。 
金井壽宏氏と楠見孝氏は，欧米における実践知研究の成果を受け止めて，その成果を，
仕事における熟達・個人の熟達を組織の後継者などに伝える過程，すなわちリーダーシッ
プの確立過程として把握した。そして，日本におけるホワイトカラー層や，デザイナー層
のマネジメント問題，リーダーシップの確立過程の研究に適用してきた。３） 
また，これらの研究は，知識といえば，学校で習得するものとしてきた常識を覆し，学
校知で優秀な成績を修めた者でも習得できないリーダーシップなどの能力を獲得するには，
実践知の，組織における習得が必要であることが発見された。 
この研究は，非常に貴重なものであるが，実践知と学校知との関係や連携の必要性につ
いては十分な考察を行っていない。その理由は，この研究が企業における個人を中心とし
た考察であって，継承過程には，地域における学校や学校知の入る余地がなかったことと
関連している。 
ところが，日本における地域固有の職人産業と，その経営においては，職人技能自体が
個人のものというよりは，元来は，地域の伝統であり地域の共通の資産である。伝統とは，
先の，柳宗悦氏によれば，「伝統とは長い時代を通し，吾々の祖先たちが，様々な経験によ
って積み重ねてきた文化の脈を指すのであります。」４）と言う。ここで，「様々な経験によ
って」は，各地の先人らが，自然と向き合いつつ，共に住む人々との交流や争いのなかで，
試行錯誤しながら，貴重な経験をする。さらには，経験したことのなかから，地域で生き
るのに必要なものを身に付けることを意味していた。職人技能は地域で生きるための共通
の資産である。 
このようなものの見方は，日本だけでなく，かつては，イギリスでも，重視されていた。
たとえば，２０世紀に活躍した，アルフレッド・マーシャルは，イギリスの地場産業とも
いうべき産業発展地域の中小規模企業の価値に注目し，彼らの創意工夫が「智慧の森」と
なり，彼らの職人技能が地域において地域労働市場を形成することを認めていた。５）   
日本のものづくりが，各地に固有の職人技能を活かし，交流しあい，そこで，各地の共
通の資産としての職人技能を磨きあう場になり，そして，そのなかから，自由と責任を分
かち合い，創造的なアイディアを生み出し，美的な表現を持つ手仕事を身につけた個人と
しての職人が生まれる。これは，世界における，ものづくりに希望をもたらす人間形成の
場である。 
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 第２節 職人技能研究の背景 －現代経営と地域再生－ 
 
 現代の日本社会において，企業経営におけるホワイトカラーの人員削減問題と，地域に
おける職人の離職や海外への流失は，深刻な経営危機にもつながっている。 
 大不況の中で，外圧を口実にして，高い人件費を節約するために，文化的伝統を担う職
人的な人々，実践知を持つ人々を人員削減の対象としてきた。 
このために，職場のリーダーシップが失われ，人間関係において対話や学習を経ないで，
目標数値の達成値のみをモチベーションであるかにように適用する動きがでてきた。 
 危機に直面し，実践知を蓄積した人々の，リーダーシップや創意工夫によって，国際競
争力を付けるべき時に，創意工夫の源泉を遠ざけているとの批判が生まれてきた。 
これに対して，実践知を重視する経営理論が欧米から導入され，日本に適用され始めた
ことは，積極的な意味がある。 
他方，地域の零細中小企業の経営においても，熟練や職人技能を持つ人々が，企業の海
外進出や，構造不況のなかで，離職や転職を余儀なくされ，職人技能の継承が益々困難と
なってきた。 
特に，後継者問題は深刻であり，政府の政策としても，重視される傾向にある。 
だが，政府の教育政策においては，学校教育と職業生活との接続には，視野がとどいて
いるが，職人技能の実践知と学校知の結合については，言及していない。 
たとえば，1999 年 12 月，中央教育審議会答申で「初等中等教育と高等教育との接続の
改善について」の提言がなされた。そのなかで，初めて「キャリア教育」が登場し「学校
教育と職業生活との接続」の改善も考えられるべき課題となった。従来の職業教育の取り
組みにおいては，職業に従事する場合に必要とされる知識や技能の習得に重きが置かれて
きた。そこでキャリア教育の視点から，生徒たちが働くことの意義や専門的な知識や技能
を習得することの意義を理解し，自己の個性を理解し，将来の職業を生徒たち自身の意思
と責任で選択し，専門的な知識や技能の習得に意欲的に取り組むことが一層求められるこ
ととなった。中央教育審議会答申の，第６章の第１節に次のように述べられている。 
「学校と社会及び学校間の円滑な接続を図るためのキャリア教育（望ましい職業観・勤
労観及び職業に関する知識や知能を身に付けさせるとともに，自己の個性を理解し，主体
的に進路を選択する能力・態度を育てる教育）を小学校段階から発達段階に応じて実施す
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る必要がある。キャリア教育の実施に当たっては家庭・地域と連携し，体験的な学習を重
視するとともに，各学校ごとに目標を設定し，教育課程に位置付けて計画的に行う必要が
ある。また，その実施状況や成果について絶えず評価を行うことが重要である。」６） 
 他方，実践知と学校知を積極的に結合する視点は，教育学者によって，国際比較研究の
なかから提起されてきた。 
 寺田盛紀氏は，次のように述べている。「国際比較の視点からみれば，我が国の学校職業
教育，とくに高校職業教育はあまり注目されてこなかったし，専門的労働者（力）養成に
おけるその役割が十分解明されてきたとは言えない。」７）さらに，その理由として，彼は，
「日本の公的職業教育が文部行政と労働行政に二分割され，職業教育訓練システム全体を
問題にする習慣が少なく，またよく発達している企業内教育や企業による熟練労働者養成
を脇に置いて，学校内での職業教育を専ら自己完結的に追求してきたことに依ると考えら
れる。」８）と述べている。 
本来，職業教育の目標は，3 年間で完結的に実現すべきものとしてではなく，高校卒業
後のキャリア形成との関係で，職業の基本や基礎の習得にエネルギーを注ぐべきである。
職業観の育成と就職の関連を検討するとき，雇用現場との直接的接点をなす企業における
実習の組織化如何が問題になる。1999年版の新学習指導要領において職業高校（学科）に
は，インターンシップの導入が義務付けられた。たとえば，福井県立丹生高等学校は普通
科高校であるが，出口指導に終始した進路指導を避け高等学校と，高等教育や社会との円
滑な接続を図るために，積極的にキャリア教育に取り組んでいる。 
 高等学校においては，生徒たちの将来の進路や職業選択を見通した進路相談・進路指導
が行われ，生徒の進路希望を踏まえた学習指導を行うことが必要となってくる。この際，
企業等の協力を得ながら，企業の在り方や職業生活について，実際的で体験的な情報を提
供してもらい，職場見学や就業体験の機会の拡充を図ることが有効である。９） 
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人一人の自己実現の道筋がそれぞれ異なることを，よく生徒たちに理解させ，自分個
人のなかでどれだけ成長することができたかを感じ取ることができるような指導が
指向されている。 
具体的には，一学年において入学後まもない 7月に職場見学が実施されている。こ
れは地域の中小企業に協力してもらい，一学年全生徒がクラス毎に 2社の企業を見学
するという企画である。二学年においてはジュニア・インターンシップが実施されて
いる。これは一学年時から総合的学習の時間などに自分の将来を考えるなどの学習活
動を行ってきたことを踏まえ，卒業後の豊かな人生を送るためには何が必要かを考え
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る機会を得るための企画である。いずれの企画も全教職員の協力と地域の企業の協力
が必要である。労働局やハローワークとも連携を取りながら企画が進められるところ
に特長を持つ。 
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第２章 地場産業における職人技能の実態と職人の意識 
－福井県鯖江市の漆器産業を中心として－ 
 
第１節 地場産業における伝統と習慣の継承システム              
  
  １ 河和田地区の地域形成過程 
 まず，河和田地区の概要を説明しよう。河和田地区は，福井県嶺北地方のほぼ中央にあ
って，鯖江市の中心部から約 10キロ東部に位置し，北は福井市，南は越前市と隣接し，三
方山に囲まれた袋地であり市で唯一の中山間地の指定を受けている自然の豊な地域である。
また，市で唯一の山地水源を持つ河川の河和田川が地区の南部を流れている。  
 河和田という地名は，1139年の藤原周子の寄進状に河和田庄とあるのが最初といわれて
いる。つまり河和田地区は平安時代においては藤原氏の私領として代々継承された所であ
る。当初，藤原周衡が周子にこの地を与えた。 
 次に朝倉氏が一乗谷に城を築くや，河和田地区は一乗谷の南の防衛線として欠かせない
存在となった。そこで，朝倉氏は尾花の禅定山に七堂伽藍，寺中の大道には遥拝所，西袋
の高城山には菩提所を設けた。 
 秀吉の世に入り，太閤検地が行われた。 
 江戸時代には，河和田地区は，結城秀康の封地となった。さらに，1689年，福井藩は減
封されたので，幕府の直轄地となった。1721年に，間部氏が藩主となった。明治時代には，
河和田地区は上と下二つに分かれ，小坂と北中に役場ができた。1989年に町村制の実施に
より十二の区を統一し片山に役場を設け今日の前身ができた。以来，大正，昭和と時代が
くだるや日本の国是として軍国主義的に方向付けられ，太平洋戦争という不幸な時代を経
た。そして敗戦という憂き目をみたものの，日本人本来の勤勉さと努力により，復旧して
行ったことはこの地方も例外ではなかった。そして 1957年鯖江市に編入し，漆器あるいは
眼鏡の特産地としてその隆盛を極めて今日に至っている。 
 
 ２ 河和田地区における漆器産地の形成と発展 
漆器は，日本の各地で作られている。そして沿革を調べてみると，当時の文化人だった
名僧，知識人が直接間接にその創始に関係したという説のある場合が多い。漆器に限って
は，各産地ともそれぞれに製法技術が異なっていて，この製造過程において，漆器ほど多
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種多様の産物は，まったく他に類例をみない。河和田塗りが量産の途をたどり，開花して
くるのは明治に入ってからだが，京都から蒔絵師が来て，蒔絵の技法を伝え，少し遅れて
輪島からも沈金師が来てその技法を伝えた。これらによって大きな感化を受けて黒塗りの
椀のみという域から脱皮し，販路も開けた。特に明治時代の経済の順調な進展と，鉄道の
開通は，急激に需要が増大し従来にない感況を呈した。1902年には，片山に徒弟養成所を
設けて，塗装に桑山，沈金に山県が，さらに蒔絵に平野という技術員が彦根から来て指導
にあたった。1905年には，河和田漆器購売組合を創設した。平和になるとともに盛況をと
りもどしたので，翌年には徒弟養成所に木地工科を増設した。 
大正期までの販路は，県内がほとんどであったが，昭和期に入り，生産高も増大し，販
路も拡大して順調に発展の一路をたどり，河田漆器すなわち越前漆器として全国に名声を
馳せるようになった。やがて，時代の要請にこたえて，越前漆器工業組合が設立された。 
 
３ 伝統の継承と原材料の危機 
現在，福島県の会津漆器，石川県の山中漆器，および福井県の越前漆器は三大漆器とい
われている。その他，長野県の木曽漆器や香川県の讃岐漆器など日本にはいくつもの漆器
の名産地がある。 
越前漆器は，三方を山に囲まれた鯖江市河和田地区を中心として生産されている。ここ
からさほど遠くない鳥浜貝塚（縄文前期）から，日本最古の，漆を使った土器や櫛などが
発掘されており，この地では古くから漆が利用されていたと考えられる。１） 
伝統的な古来の手法を堅く守っている産地もあるが，新たな手法や材料を使用するとこ
ろも増えてきたようである。経済的な混迷のなかで，次第に産地の特徴がなくなってきた
ようであり，さらに，特に中国からの輸入製品も増えている。２） 
鯖江において，漆器産業に従事する事業所数は，2000年には，全体で 295事業所あった
が，2010年には，4人以上の事業所に限ってみてみると 49事業所に激減している（表２－
１参照）。さらに，そのなかでも，いわゆる漆器と合成漆器にのみ携わる事業所は 10事業
所足らずとなってしまっているとのことだ。そして，出荷額をみても約 90 億円から約 33
億円と約 3分の 1に落ち込んでしまっている。 
 鯖江市において，漆器産業に従事する事業所数・従業者数・出荷額は下記の通りである。 
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表２－１ 
             眼鏡・漆器・漆器の現況 
区分 年次 事業所数 
従業者数      出荷額等 
(人)     (万円) 
眼鏡  平成 12 800  6,611  9,773,487  
    13 746  6,792  8,810,501  
  14 (297) (5,439) (7,499,705) 
  15 640  5,846  7,052,316  
  16 (266) (5,008) (6,766,389) 
  17 601  5,596  6,798,664  
  18 (242) (4,720) (6,446,699) 
  19 (227) (4,854) (7,095,579) 
  20 531  5,308  7,613,559  
  21 (206) (4,083)  (5,890,060) 
  22 (199) (3,935) (5,260,700) 
繊維 平成 12  201  2,969  5,503,735  
    13 187  2,855  5,030,480  
  14 (98) (2,414) (4,519,167) 
  15 152  2,506  4,588,956  
  16 (81) (2,360) (4,403,696) 
  17 137  2,255  3,862,249  
  18 (76) (2,459) (4,750,397) 
  19 (70) (2,277) (5,025,714) 
  20 125  2,294  4,643,303  
  21 (64) (2,004) (3,576,294) 
  22 (56) (1,814) (3,936,980) 
漆器  平成 12 295  1,055  900,421  
    13 281  1,001  780,795  
  14 (68) (471) (539,938) 
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  15 250  821  593,002  
  16 (66) (440) (448,097) 
  17 246  815  542,891  
  18 (61) (456) (443,252) 
  19 (51) (379) (372,509) 
  20 232  740  473,710  
  21 (49) (386) (343,480) 
  22 (49) (391) (327,474) 
資料：http://www.city.sabae.fukui.jp/bin/007037-08-1.xls  
2013年 6月 13日検索 
この表から読み取れることは，鯖江の地場産業のなかでも，漆器の落ち込みの大きさが，
最も急激である。 
これまで越前漆器産業は，商人が各消費地に売りに歩き，市場ニーズに合う漆器を開拓
してきたという歴史を持つ。かつては，商人が消費者と直接向き合うことで漆器が持つ本
来の価値を伝えることができた。 
しかし，現在は，消費者のニーズを，十分に把握できていないことが考えられる。つま
りは，漆器産地と各地の消費者とのコミュニケーションの不足があるのである。 
また，特に中国からの輸入製品が増えてきている現状があるが，その理由としては，海
外の人件費の安さと海外製品の品質の向上が考えられる。 
しかし，漆器には実用性とともに，色，光沢，奥深い美しさといった，文化的な要素が
備わっていることを忘れてはいけない。つまり，漆器には，価格だけでは表現できない文
化的な価値＝職人の魂が備わっているのである。 
 
４ 漆器産業の生産工程 
以下，このような状況にある漆器産業について，生産工程をたどることにより，熟練の
技の重要性と，熟練の技を継承すべき必要性について考える。 
漆器生産工程 
①（素地製作）原木から大まかな形に削ったものを，さらに製品の形に近くなるまで削
り，かんなキズが残らないように仕上げる。 
②白木地に，ソクイを施し，サビ漆でキズを埋めた後，柿渋を塗る。 
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③（塗装）下地のできたものに何度も上質の漆を塗り，とぎ石で研ぎ，仕上げ漆をする。 
④（加飾）下絵を写した仕上げ品に漆で模様を描き，その上に金粉を蒔く蒔絵。そして
器面をノミやかんなで削り，色箔を打ち込む。そして色粉をすりこむ沈金をほどこす。 
塗料・・漆，ウレタン，アルミドアルキド 食品衛生法で認可 
  ・・カシュウー，ラッカー      食品衛生法で不可 
木地・・木製・・丸物（木をくりぬく） 
      ・・角物（木をはりあわせる） 
・・木粉形成品・・木粉と樹脂を混ぜて成形した物 
            樹脂・・フェノール，メラニン 
・・ＰＣ・・フェノール，メラニン，ユリア，ＡＢＳ，ＡＳ 
漆と木製，あるいは漆と木粉形成品との組み合わせを漆器という。 
その他の組み合わせを合成漆器という。 
 上記の工程の中で，聞き取り調査により，熟練の技を要求されることが，特に強調され
た工程を以下に挙げる。 
 
① 同じ一本の木であっても，木の芯に近い部分とそうでない部分とでは密度が異なる
ので，機械で，単調に一定の速度で削ることは許されない。暗黙知の典型である。 
② 漆を塗る際の，漆をハケに採る作業と，漆を塗る作業には異なる点がある。 
③ 漆器生産工程に使用する，固有の道具の不足がある。製法が暗黙知であるため誰に
でもできない。 
④ 原材料の不足と漆採取の作業がある。日本での栽培の減少と，外国産への依存割合
の増加。漆栽培は，暗黙知によるところが多く，「漆掻き」は，後継者を失いつつ
ある現状がある。 
 
 機械で一定の速度で削ると，木の密度が異なる場合に削りすぎたり，キズをつけたりす
る。職人が，木を手で実際に触ることによる微調整が求められる。熟練の技と勘が要求さ
れる。 
 漆をハケに採る際，微妙な量が求められる。適度な漆の厚みも経験による熟練の技が要
求される。身体が覚えている。 
 そもそも漆器生産のための道具が不足している。たとえば，ハケに使う毛としては，馬
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のたてがみが求められる。あるいは別のハケには船ネズミの毛が使われる。動物の毛が持
つ微妙で繊細な性質が求められる。科学の力で作られたハケでは，職人が求める本物のハ
ケの役割は果たし得ない。この，道具を作ることのできる熟練の技を持った職人がいなく
なってきている。 
 漆を採取できる木は，ウルシという樹木だけであり，中国や朝鮮半島にも生育する。漆
液としては，日本産のウルシの樹から採取されたものが，最も上質とされるが，国内で採
取されたものは全体のわずか 1パーセントあまりとなっている。ここにも漆採取に携わる
熟練者の激減現象が影響している。中国の漆も，ウルシの樹木から採取され主成分も日本
産と同じであるが，地理的な違いや，採取，集荷方法が違う。価格も大きく異なり，日本
産の漆は，一貫目で約 30万円するが，中国産の漆は，一貫目で約 4万円である。 
 現在使用している漆は，日本産が最も品質がよいが，生産量は激減している。次は，中
国産で日本産に対して質は低下するが，産地によっては日本産に匹敵する良質のものもあ
る。インドやベトナム産は品質が劣るので，おおむね単独で使用せず，日本産や中国産に
混入して使用するのが普通になっている。ベトナム産の漆は寒くなると凍るので，火にか
けなければもとに戻らない。しかし，この南方産のものはよい色が出るので，色を混ぜる
場合に使用すると効果的である。 
 
 
          写真２－１ 
 
海外では，日本の漆は，「ＪＡＰＡＮ」とよばれている。日本の漆がいかにすぐれた性能
写真は中国産
の漆。日本漆に
比べて質が劣
るが，産地によ
っては日本産
に匹敵する良
質のものもあ
る。 
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をもっているかの証だといえよう。 
 漆は，人類が十分に解明することのできない，不思議なパワーを持っている。ウルシの
幹に傷を付けると，乳白色の樹液がにじみだしてくる。これは傷口をふさぎ，菌や虫が侵
入してくるのを防ごうとする生体防御の反応である。漆の採取は，この樹液を特殊な鉄ベ
ラで掻き取る方法で行われ，熟練の技を要求される場面である。 
 漆掻きの方法は，二通りある。樹幹の全体に傷をつけ，一年で採りきってしまう方法と，
数年にわたって採り続ける方法がある。その後，萌芽更新のため，伐採されてしまう。伐
採された切り株から，やがて孫生という芽がでてくると，10年後に樹液が採れるようにな
るまで大切に育てられる。漆掻き職人は，10年くらいたったウルシの樹木に，真横の傷を
数カ所ずつ付ける。4,5 日後，にじみでてたまった樹液をヘラで掻き取り，少しずらして
また傷を付ける。傷は浅すぎても深すぎてもだめで，この作業にも熟練の技が要求される。
この手加減が，とてもむずかしい。非常に根気のいる作業でもある。漆を掻くときには，
一番奥地に入り，順々に宿の近い方に下りてくる。これは，荷がだんだん重くなるのと，
日暮れに下山するようにするためである。雨の日は休むが，朝早くからの山の仕事はなか
なの重労働である。 
 漆掻きとは漆液の採集を職業にする人のことである。河和田の漆掻きの歴史は，約 1，
200年前までさかのぼり，国内で盛んに産出されていた頃には，全国の漆掻きの約半数が，
河和田出身で占められていた。河和田が漆掻きのふるさととなったのは，農耕に適さない
という風土に加え，越前は昔から鉄製刃物の産地であり，漆の採集に不可欠な刃物がたや
すく入手できたことにもよる。なかでも，河和田の近くの粟田部で作られる刃物は良質で，
粟田部産の皮剥鎌や鉄ヘラは，丈夫でよく切れると漆掻きの間で有名であった。皮剥鎌は
漆の樹の荒皮を削り取る道具で，樹の樹液は鉄ヘラを使って，チャンポという容器に採集
する。越前の漆掻きは日本各地の漆産地へ出稼ぎしていた。 
 漆の主成分は，ウルシオールとよばれるものであるが，乾燥すると防水，防腐性などの
耐久性や，塩分，アルコールなどに対する耐薬性を持つようになる。さらに，美しい光沢
を長く持ち続ける。上質の漆を使用して作られたものであれば，これから何百年も，その
輝きと堅牢さを保つようである。 
 中国産の漆も，決して悪くはないとのことである。漆は，普通の塗料のように，太陽に
当てても乾かない。乾くには水分と適当な温度が必要である。つまり高温多湿の条件が整
ってこそ乾く。これらの条件を調節することにより乾固する時間を早くしたり，遅くした
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りできる。漆は粘りが強く，古来，接着剤としても使われてきた。防水や防腐性にも優れ
ている。漆の木は東洋にしかない。 
漆の良し悪しは，ふた紙をとってのぞいてみればすぐわかるそうだ。ヘラですくってみ
ればなおよくわかる。粘りと弾力性に富み最後まで切れない。 
なぜ中国産の漆が支配的になったのか。 
一つは価格であるが，国産の価格が高いという理由として，生産性の低さ，量産の困難
の拡大などが考えられる。日本の漆栽培に対する公共的な視点からの対策や，栽培事業者
の減少を増加に転じる方策が検討されなければならない。 
 漆器産業に携わる熟練の技を持つ職人は，その多くが伝統工芸士などの資格を所持して
いる。 
たとえば，真保由齋氏は漆芸家であるが，伝説の沈金師と言われた。絵筆を使うように
丸刀の角度を自在に操り，線の太さや深さに抑揚を出し，平刀を使って片切彫りという技
法を駆使するなどして，評価の高い作品を作り出した。 
現代の名工にも選ばれた。1944年には旧農商省から芸術保存作家の認定を受けた。昭和
の初めに日展に入選。1966年には日本漆工協会より，優秀漆工技術者として表彰された。 
 真保由齋氏は，産地の貴重な存在であった。 
 
 
 
 
 
 
 
写真２－２ 
 
 真保由齋氏は，研究の積み重ねによって独自の境地を開いた。非凡なる才能は単なる沈
金技術を工芸作品までに仕上げた。 
工芸の製作条件として，柳宗悦氏は言う。「工芸は自然が与うる資材に発する。資材なく
ばその地に工芸はない。（中略）工芸の美はわけても地方色に活きる。」３）と。そして彼は，
地域性，すなわち地域に産出する原材料を用いることを重視している。また実際の製作に
大小のノミで彫る
絵は，自由奔放。鳥
魚獣や草花などが
見る目も鮮やかに
彫られていく。 
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は手工的技術を重要視し，手工がすぐれる理由として，「自然がじかに働くからである。と
かく機械が美を傷うのは，自然の力を殺ぐからである。」４）と説明している。 
はじめ二，三本にすぎなかった彫刻刀も，体験から独創して十数本を使い分けるように
なった。奔放で緻密な作風は一段と作品価値を上げた。 
 同氏は，晩年に，「いまは老いて体力が衰えたので気迫ある会心の作ができなくなった。
昔はもっとよいものを作ることができたのだが。」と述べている。 
 同氏に内包するはげしい気性，負けじ魂というものがすぐれた独創性や創造性を生み，
非凡な技術が完成されたのである。 
 沈金というものは，文字通りあくまでノミの線に金箔を入れるところに生命があり，こ
のノミの線に金箔を入れてこそ幾年月を経ても剥げないものとなる。 
 2007 年 9 月には，「真保由齋 彫りの世界展」が開催された。豪快でかつ繊細な技で，
沈金を芸術にした同氏は，伝説の沈金師といわれている。会場には，膳や硯箱，額など代
表作の 81作品が並んだ。 
「真保由齋 彫りの世界展」の開幕の式典には，真保由齋氏の親族らも出席しておこな
われた。越前漆器協同組合の土田直理事長は，「越前漆器の名を，全国に知らしめた真保氏
の技を感じてほしい。」とあいさつし，真保由齋氏に思いをはせると同時に，熟練の技のす
ばらしさを語った。 
 
５ 熟練の技と家族による継承 
 次に，熟練の技の家族による継承問題を取り上げる。 
① （有）能村漆工 
 所在地  福井県鯖江市西袋町 
 従業員数 ３人 
 （有）能村漆工は，素地に下地中塗りを施す会社である。 
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          写真２－３ 
 
社長の能村哲男氏は，「景気が悪い。仕事が少ない。伝統産業を守るためには，人材が
必要であり，道具をも含めて，立派な素材がなくならないことが重要だ。しかし，何より
もまず，製品を必要とする需要のあることが不可欠だ。景気が悪いと，せっかくの知恵の
宝庫も，それらを十二分に活用されるだけの機会に恵まれないということになってしまう。
職人の工夫を活かすためにも，熟練の技を発揮するためにも十分な需要が見込めないと継
承問題はうまくいかない。」と語った。能村漆工が行っている作業分野は，漆器産業のなか
でも特に人手が少ない分野である。 
 
② 上塗り職人 林田邦敏 
 所在地  福井県鯖江市西袋町 
 従業員数 ２人 
 林田邦敏氏は，下地中塗りされたものに漆の上塗りをする職人である。 
 漆の乾燥は，漆風呂の中に乾燥すべき塗り物を入れて乾かす。漆風呂は回転風呂と称し，
漆液の流動性がなくなるまで，刻々に塗り物を回転する装置を内部に設けている。 
素地にスプ
レーを使っ
て下地中塗
りの作業を
行っている
能村哲男氏。 
46 
 
   
写真２－４  
 
夫婦での家内労働で二人三脚での仕事をしている。一時は，ご子息も一緒に仕事をして
いたが,やはり今後のことを考えて，今では別の仕事に就いた。需要の低迷による仕事量の
激減がその一番の理由である。 
 
写真２－５ 
 
③ 沈金職人 牧田和明  
 所在地  福井県鯖江市河和田町 
 従業員数 ２人 
密閉した部屋で，温度調
節とともに，ホコリにも
注意を払い作業をする。
一旦仕事を始めたら，そ
の一工程が終了するま
では，席をはずすことが
できない。 
林田邦敏氏に
より漆を塗ら
れた腕。特別な
道具を使い乾
燥させている。
ときどき回転
させながら乾
かす。 
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 牧田和明氏は，加飾工程における，沈金工程の職人である。牧田和明氏の口からも，能
村社長と同様の言葉が語られた。つまりは，景気の不安定が，漆器産業に携わる若者を少
なくしているということだ。もし需要があれば仕事も増え，働く人も増えるとのことであ
る。牧田和明氏は現在 51才であるが，ご子息に後を継がせるかどうかは，分からないとの
ことだ。現在は，夫人と二人で仕事をしている。牧田和明氏が刀で彫り，夫人が金粉を施
す作業をしている。 
 
写真２－６ 
 注文に応じて，いろいろな模様を施すことができる。客の希望を十分に満たすためには，
熟練の技が要求される。 
 
写真２－７ 
彫刻を施す作
業をする牧田
和明氏。大変な
集中力を必要
とする。 
蒔絵に使われる金粉
のなかで，写真は本金
粉。 
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④ 蒔絵職人 塚田孝一郎 
 所在地 福井県鯖江市西袋町 
 従業員 ３人 
 塚田孝一郎氏は，加飾工程の蒔絵職人である。塚田孝一郎氏は，1999年に蒔絵の分野で
伝統工芸士の認定を受けている。夫人とご息女と三人で仕事をしている。蒔絵の仕事をし
ているなかで，30代のご息女が一番の若手だそうである。作業に使用する金粉にもいろい
ろな種類がある。 
 粒の大きさ，粗さによって1号から20号まであり，数字が大きくなると粗くなるそうだ。
さらに色の種類もたくさんあって，写真は，青金粉と本金粉である。金粉を塗る際に使う
筆は，猫の背の毛が一番良いということだ。写真は大阪の角岡製の筆と，同じく大阪の大
野製の筆である。一本 4,000円から 5,000円するとのことである。 
 河和田では，夫婦仲良く仕事をしている場面が多く見られる。 
しかしながら忘れてはいけない課題がある。塚田孝一郎氏の 30代のご息女が現場での一番
の若手であるということを考えたとき，職人の技を受け継ぐ人材の不足が明らかになる。
一人前の職人として育つまでに相当の年月が要求されることを考えると，歴史を，そして
伝統の技を受け継ぐ若者の人材育成が喫緊の課題として解決されなければならない。 
高度な蒔絵の技能を習得するには多年の修業を要するわけであり，あらゆるものがこれ
量産あるのみという時代において，この道に入る若者は必ずしも多くはない。 
 
第２節 漆器職人の後継者育成に関する実態と意識 
                 －2013年 8月実施のアンケート結果とその分析－ 
 
  １ 国等の後継者問題への取り組み －現状と課題－ 
  １－１ 職人育成に関する課題と施策 
 経済産業省の資料を参考に，伝統的工芸品産業の現状のなかから，漆器について見てみ
ると，2009年度の生産額は 173億円（前年比約 6％減）と，伝統的工芸品全体の下げ幅と
比べると小さいが，依然として厳しい状況である。 
湯沢市川連漆器伝統工芸館が開館し，共同販売に力を注いだ結果，大幅に売上が増加し
た川連漆器など，一部に明るい動きがあるが，中国製の安価な漆器の影響を受けている産
地では，需要の低迷が続いている。また，職人の高齢化にともなう後継者不足も深刻とな
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っている。 
伝統的工芸品産業が直面する課題としては，以下の要因が指摘されてきた。 
（１） 需要が低迷していること 
① 少子高齢化による人口の減少 
② 国民のライフスタイルの変化 
③ 大量生産方式による安価な生活用品の普及 
④ 海外からの輸入品の増加等 
（２）量産化ができないこと 
① 基本は「手作り」： 手間と時間をかけた丁寧な仕上げ 
② 原材料，技術，技法へのこだわり： 多岐にわたる複雑な工程 
③ 企業活動の規模も小規模： １社あたりの平均従事者数は5.2人 
（３）人材，後継者の不足 
① 産地の従事者数は，昭和50年代と比べて約3分の1に減少 
1980年：261千人 2009年：79千人 
② 従事者が高齢化したこと 
2009年度：50歳以上の従事者の割合： 64％ （30歳未満：5.6％） 
③ 売上の不振等により，後継者を受け入れる側の体制が整わない等 
である。 
 
 以上の分析は，経済産業省製造産業局伝統工芸品産業室によるものである。５） 
 しかし，手仕事が量産体制に対抗できないという指摘は，慎重な吟味が必要である。現
代の情報技術の進歩や消費者の欲求は，多品種少量生産への志向を示し，また，フェア・
トレードなど，現場の職人技能などに公正な評価を行い，報酬を確保することを目標とし
た商業など，新たな動きもあるからである。 
 また，経済産業省は，クール・ジャパン戦略による日本の固有文化を海外に普及し，市
場を拡大する政策を採用してきた。クール・ジャパン戦略とは，伝統的工芸品を含む地域
産品，アニメ等のコンテンツ，ファッション，食，など海外で人気の高い日本の魅力を産
業化し，海外市場開拓および海外顧客の訪日を促進するため，民間の取り組みを支援する
ものであり，2011年度より本格実施（2011年度予算：約11億円）されている。 
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  １－２ 現状の分析について 
 以下の項目が伝統工芸産業の経営困難をもたらす要因として掲げられている。 
 1. 大量生産・大量消費の経済構造の確立 
（規格化，標準化，低価格化） 
2. 農村の衰退により原材料の入手が困難 
3. 雇用環境の変化 
（労働力が重化学工業へ推移，就学年限の長期化による「徒弟制度」の困難さ，伝統
産業の雇用環境が整備されていない） 
4. 生活様式の洋風化・都市化により伝統的行事・生活文化の衰退 
（風土に関係なく均質化） 
5. 国民の生活用品に対する意識の変化 
（戦後の使い捨て思想，価格，新しさ，流行重視の風潮） 
6. 家族制度の変化 
（核家族化の進行によって，生活様式・意識・慣習の継承方式が受け継がれにくい） 
 
 だが，これらの困難についても，地域の動きから見ると，地域再生への活動が持続して
おり，文化事業再生への動きも活発であり，困難と，困難を克服しようとする動きとの相
互関係のなかで，地域に注目した研究が必要であろう。この課題を明らかにするために，
地域の動きをヒアリングした。６） 
漆器に関しての体験を希望する数が，年によって増減はあるが，この数は，地場産業に
は，人を引きつける魅力があることを，証明しているといえよう。 
 
  ２ 越前漆器協同組合の後継者育成に関する方策 
 方策によれば，旅館など業務用漆器は，越前漆器が国内シェアの約 80パーセントを占め
る。しかし業務用は樹脂製品が多いため，木材をお椀や皿などに加工する木地職人が育っ
ていない。現在は 4人だけで全員が 70歳以上である。木地を県外産地から購入せざるを得
ない現状は，加工から販売まで担ってきた産地としてバランスを崩している。見習い中の
若手が 1人いるそうだが，後継者育成は急務である。 
越前漆器協同組合は 2013 年，結成 110 年を迎え，9 月に記念イベントや式典を行った。
売上額の減少，職人の高齢化，後継者不足など他産地と同様の課題を抱えるなか，近年は
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新たな市場開拓を狙って山車作りに積極的に取り組んでいる。 
 
  ３ アンケートの結果と分析から 
  ３－１ アンケート －質問形式とアンケートの目標－ 
 越前漆器に携わる伝統工芸士（34名）にアンケートを実施することによって，職人の持
つ伝統の技の継承・発展の問題について再検討する。また，職人自身も，自分が身に付け
た技能の価値を改めて自覚し，その価値を社会のなかで，公正に認めさせることが求めら
れる。文化資本としての伝統の技を，社会が責任を持って継承・発展させる方策を探る。 
 質問形式は以下に示す。郵送方式をとったが，何人かの職人には実際にヒアリングを行
った。 
 
アンケート調査の実施許可・・・越前漆器協同組合事務局長 伊部孝幸氏より 
                          （2013年 8月 6日）                
アンケート調査方法・・・アンケート用紙郵送（2013年 8月 13日発送） 
            切手貼付返送用封筒同封 
アンケート調査対象・・・越前漆器協同組合所属の伝統工芸士 34名 
            内訳・・・・・・ 木地工程の職人 4名 
                     塗り工程の職人 16名 
 加飾工程の職人 14名 
回収率・・計 19名（56％）内訳・・・・・・ 木地工程の職人 3名 
                     塗り工程の職人 10名 
 加飾工程の職人  6名 
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アンケート 
 瀧波 慶信 
・自分自身が技能を習得するまでにかかった，費用・時間等を，自分自身への投資
として考えてきましたか。         
（ＹＥＳ．ＮＯ） 
 
・どのような仕事を，どのようにして身に付けましたか。 
                               
                               
                               
 
・後継者確保に，有効な投資はいかにあるべきですか。 
                               
                               
                               
 
・後継者確保に，公共の果たす役割は何ですか。 
                               
                               
                               
 
・後継者確保に，学校教育に求めるものは何ですか。 
                               
                               
                               
 
・人材確保や収入確保の見通しをお願いします。 
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ありがとうございました。          ２０１３年８月 
 
   集計結果 
・ Ｑ．自分自身が技能を修得するまでにかかった，費用・時間等を，自分自身への投資
として考えてきましたか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一人前になるまでには，それまでに費やす時間と費用は自分自身の投資と理解する職人
が 63.2パーセントいる。 
修業中の収入は，ほとんど皆無である。しかし，親方の仕事を見て，自分自身の目で確
かめるという修業を繰り返す。ここには，「技を盗む」という表現が当てはまるであろう。
この繰り返しは約 10年近く要する。多くの忍耐と努力が求められる。自立に向けての努力
の積み重ねには，計り知れないものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
63.2%
26.3%
10.5%
ＹＥＳ
ＮＯ
無回答
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・ Ｑ．どのような仕事を，どのようにして身に付けましたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どの工程にかかわらず，約 10年間にわたり，親方の仕事を自分自身の目で見て技能を修
得したという回答が多い。この間は御礼奉公であり，自分自身への投資と考えて修業して
きた。 
 
・ Ｑ．後継者確保に，学校教育に求めるものは何ですか。 
小さい頃から，漆器を見せること。ものづくりを楽しませること。礼儀を重んじる人に
教育することが必要。そして，忍耐力を身に付けさせる必要性を強調する意見がある。 
 
・ Ｑ．人材確保や収入確保の見通しをお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
80%
20%
親方（徒
弟）
親
85%
15%
見通しなし
可能性あり
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全く見通しがないという回答が，85パーセントある。 
日常生活や，祭りや，年中行事などライフスタイルの変化に伴う，漆器需要の激減など
を理由としている。 
以下，特筆すべき率直な回答をまとめた。 
＊地方行政の方々たちは，地場産業の発展に努力しているが，学歴社会との共存を希
望したい。 
＊学生の間に，日本伝統の仕事の継承問題の大切さを学んで欲しい。 
＊集中して，好きな音楽を聴いて，好きな仕事ができる。最高に幸せです。 
 
  ３－２ 後継者問題に関する職人の意識 
 悲観的な意見がほとんどである。社会のライフスタイルの変化に伴い今後の見通しは明
るくないと考える意見が多かった。 
 後継者育成には公的機関からの支援が必要であると考えている。この点について，全国
工芸士会会長会議において，伝統工芸士に対して一時金などの給付が必要という意見が多
く出た。 
越前漆器産業の現場においても，地場産業が社会の変化に対応できず廃れつつある。後
継者育成の問題，時代のニーズなど複合的要因によって，今後伝統の文化として成り立た
せていくことは容易ではない。 
 日本は高度経済成長に伴う生活様式の変化によって，社会全体の価値認識が大きく変化
した。この変化に臨機応変に対応してきた結果，現在は物に溢れ，飽和状態である。 
 戦後の使い捨てや，流行重視の風潮から，現代は手作りの良さが再評価されている。「量
から質」への価値観の変化である。 
 地方における，種々の伝統を取り巻く環境は非常に厳しい。原材料の入手や，後継者育
成問題，需要がないなど課題が多い。 
 しかし，この問題に関して，実際に越前漆器産業に関わる職人の問題意識は低い。今後
は，地域と協働で地場産業・伝統文化を育み，地域住民をも巻き込んでいく方法が必要で
ある。そのためには，従来の義務教育や高等学校教育，大学，専門学校にも，地域の職人
能力を教育する場を設け，学生や生徒たちが，市民的教養として，地域固有の地場産業の
知識や伝統文化の歴史を身に付けることが重要である。これらを共通の基盤として，地域
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のニーズ，国民的ニーズ，世界的なニーズに応答する新たな財の研究開発が行われ，小規
模であるが，質の高い財やサービスの仕事おこしが実験され，事業化されることが必要で
ある。失業やリストラなどに直面しながらも，地域を基盤として，人々の職人能力が文化
資本として蓄積され，創造型商品やサービスの持続的な開発が進む。つまり，ここでは，
職人型市民が自力で蘇生し，生活を立て直していくのである。 
 
  ３－３ 問題解決への職人としての主体的取り組み 
 現在の状況を打破するためには，文化力の向上を目指す取り組みが求められる。そのた
めにも，今後ますます魅力ある製品を創造し，手仕事の価値を認めさせる取り組みが求め
られる。 
この状況のなか，越前漆器共同組合は，たとえば，漆器づくりの体験教室や漆器製品の
展示会等を開催している。東京などでの漆器販売や，越前漆器まつりの開催，丹南産業フ
ェアへの参加などである。 
「２０１２さばえもみじまつり」のイベントにあわせて，2012 年 11 月 16 日から 18 日
まで，「さばえものづくり博覧会２０１２」が開催された。会場には，越前漆塗りの山車が
展示された。これは，富山の井波彫刻協同組合との共同作業で製作されたものである。越
前漆器協同組合の 54人が漆塗りと加飾を担当した。 
 
写真２－８ 
高級感あふれる山車。 
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土台はケヤキの木目が美しく映える木地呂塗りが施され，そこに鯖江の伝統行事である
「やっしき踊り」や「おこない」や「殿上（でんじょう）まいり」，鯖江市の鳥である「お
しどり」などが蒔絵・沈金で描かれており，とても華麗で迫力がある。さらに，山車の屋
根には金箔が貼られ，美しさを際立たせている。 
製作費は 3,600万円で，経済産業省の伝統的工芸品の産地活性化を支援する補助金とし
て 2,200万円が補助されている。 
イベントによって，今後，全国の山車の漆塗りの需要を喚起することにつなげていく目
的がある。 
さらに，同組合は，学生が行うアートキャンプ・プロジェクトへの協力を通じての若者
たちとの交流活動を行っている。 
 
 第３節 小括 
 
アンケートの結果から，職人たちが働き始めたきっかけとしては，「家業を継いだ」と言
う回答が比較的多かった。実際に仕事を身に付ける方法としては徒弟修業が多かった。技
は「人から学ぶ」という回答が多いが，なかでも「仕事を見て学ぶ」という意見を挙げる
回答が多い。親方の傍らで仕事の動作一つ一つを見ていることが修業であり，あとは自分
で学んでいく。 
 手作りのものは，手を抜くことができないところに良さがある。また，気持ちが買い手
に伝わることが考えられる。ここに，買い手とのつながりが重要であることが認識できる。 
 家族経営が色濃く残るなか，家業が継がれなくなる現状がある。この状況のなかで，漆
への興味から新しく仕事を始める人のあり方を考えなければならない。伝統の技を習得す
るためには，見て学ぶことが必要であるから，新しく仕事を始める人が弊害なくそのなか
に入っていける環境作りが必要である。 
 職人の技能は，その作業工程をいくら記録に残しても完璧には次に継承できるものでは
ない。技能は，機械や書物のなかに在るのではなく，人のなかに在る。だからこそ，技能
の継承は見ることが求められる。若者が長い年月をかけて，親方の仕事を見て覚えること，
そして自分で試して学んでいくことによって，技能は継承されていく。さらに，人材確保
に有効なことは，国内のみではなく，世界中の人に漆器製品を使ってもらうことであると
考える。 
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 まずは学校教育のなかで，手仕事の価値や漆器の文化的価値を教育することが必要であ
る。 
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注・引用文献 
１）中里壽克＝監修『すぐわかる うるし塗りの見わけ方』東京美術，2000 
年，72頁 
２）財務省貿易統計による，中国からの（木製品等（除家具））の輸入額の統計  
  年毎に輸入額の増加が認められるが，特に，2013年の輸入額は大幅に増加している。 
           単位：百万円 
中国   
2009年 99,355 
2010年 104,136 
2011年    119,775  
2012年    119,944 
2013年 146,802 
       資料：http://www.customs.go.jp/toukei/shinbun/happyou.htm 
                            2014年 5月 8日検索 
３）柳宗悦『民芸四十年』岩波文庫，1995年，116-117頁 
４）同書，117頁 
５）経済産業省製造産業局伝統工芸品産業室「伝統工芸品をめぐる現状と今後の振興施策
について」経済産業省，2011年 
６）越前漆器協同組合の事務局の笹木優子氏によると，漆器に関しての体験を希望する数
は，2008年が 890人，2009年が 555人，2010年が 559人，2011年が 1,493人とのこ
とである。団体で訪れる人もいる。（2012年 12月 25日ヒアリング。） 
さらに軒下工房の責任者である有限会社堀江漆工の堀江一男氏によると，ここ数年
定員一杯の 15人が学んでいるとのこと。なかには 13年連続で職人の技能を学びにき
ている人もいて，プロ級の腕前になっている人もいるようである。（2012 年 12 月 26
日ヒアリング。） 
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第３章 職人技能の継承における実践知と学校知 
 
第１節 軒下工房における現場と関係者の交流  
－暗黙知の学習における公開性－ 
 
 蒔絵職人の塚田孝一郎氏に技能継承に関しての考えを聞いた。塚田孝一郎氏は，「我々は，
軒下工房というものを行っている。軒下工房は，ものづくりの現場を気軽に見てもらう，
越前漆器の作り手のグループだ。蒔絵の技法を生かした絵付け体験も行っている。さらに
は，小学校・中学校・高等学校に出向いての体験教室も行っている。公民館でも実施して
いる。費用は，いっさい無料。伝統あるものづくりの心と技に触れてもらうことに意義が
ある。」と話した。 
軒下工房は，越前漆器の作り手のグループである。越前漆器産地工房探訪マップを作り，
多くの人たちに，ものづくりの心と技にふれる機会を提供している。実際に体験した人の
なかで，たとえば東京の人であるが，鯖江に来て職人の技を勉強したいと考える人もある
そうである。 
しかし，能村哲男氏や牧田和明氏同様に，塚田孝一郎氏も，漆器産業の継続性に少なか
らずとも不安を持っているそうである。漆器需要の低迷により，せっかく技を習得しても，
その技を生かす機会がなくなる可能性があると考えている。最近では，安価な中国製製品
が輸入されるなど，プラスチック製品の普及により，急速に需要が低迷しているそうであ
る。そして最近の若者は，本物の漆器製品を使うことがすっかり少なくなっているそうで
ある。本物を求める消費者の減少も影響しているとのことである。 
 しかし一方，鯖江市越前漆器伝統産業会館の入館者数は，ここ 4 年，9 万人台後半から
10万人台を維持している。１） 
ミュージアムショップ充実や，軒下工房などの取り組みが，大きな役割を果たしている
と考えられる。このことは，地場産業の持つ魅力の大きさを示している。 
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第２節 職人技能の継承過程と仕組み 
 
１ 職人技能の継承に関する従来の研究 
 現代日本における地場産業の研究は，1985年に公表された下平尾勲氏『現代地場産業論』
（新評論）をはじめ，多くの研究がある。 
 同氏のこのテーマに関わる研究は，以後，20年間にわたっていて，当該領域研究の典型
として位置付けることができる。同氏の研究は，各地の中心商店街が地場産業の製品を陳
列し販売する場であり，地場の伝統文化を発信する場であることを示した。２） 
さらに，伝統文化は，問屋を通じて各地の百貨店や小売事業者に配給され，消費者に理
解され普及していく。伝統工芸品の市場では，普通の商品と違って，生産者と消費者の間
に，伝統文化に対する共通の理解が成立する。 
そこには，伝統文化の継承と，創造的な発展，その固有の価値の生産と，それを享受す
る人々が存在する。３） 
生産者と消費者をつなぐ，この共通の文化的土壌こそ，伝統工芸品の生命力の源泉であ
る。職人技能に対する高い評価は，この土壌から生まれる。 
 しかし，現代の経済は，伝統産業の文化的土壌を分断し，崩壊させる傾向を持つ。その
最大の理由は，伝統産業も，他の産業と同様に，「貨幣価値を生み出す手段」として位置付
けられるという事実がある。 
この視点からすると，漆器という伝統産業は，文化的価値は高いが，貨幣を増殖させる
手段としては，事業としての採算性や継続性が著しく困難である。 
その理由は，固有の価値を持つ伝統産業の生産が，多くの分野を手仕事に依存していて，
機械を導入し得る分野が著しく制限されているからである。 
この結果，伝統的地場産業の中核を形成する漆器産業は，実用性においても，文化的価
値においても高い品質を持っているにもかかわらず，廉価な製品に市場を奪われ，採算が
合わずに，資本が引き上げられる。事業に希望がなくなれば，新人の採用が不可能となり，
職人の高齢化が進み，後継者の育成が進んでいない。４） 
 
２ 越前漆器産業における職人技能の継承過程と仕組み 
本章では，本稿は，鯖江市における代表的な地場産業である，漆器産業における熟練の
技を継承する仕組みを考察する。 
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そして，この作業を通じて，地域固有の職人技能を，いかにして再生できるかについて
検討する。 
職人技能の再生事業は，地場産業の再生と発展にとって欠くことのできないものであり，
その成果を，地域経済の活性化にいかにして活かすことができるのかをも展望することが
できる。 
 
３ 職人養成の展望 
以下は，職人養成の展望についての調査結果であるが，ここで注目したいのは，地場産
業における資格制度の発展と，新鮮な感覚を持つデザイナーの参加である。 
事例・・曽明漆器店の曽明孝浩専務の案内で，素地製作を行う（有）山口工芸を取材し
た。５） 
①（有）山口工芸 
 所在地  福井県鯖江市西袋町 
 従業員数 ６人 
 
 社長である山口怜示氏は，1975年に角物木地の分野で伝統工芸士の認定を受けている。 
 
 
写真３－１ 
 「木地には木地の，塗りには塗りの,それぞれの段階での仕事に対するこだわりがある。
たとえば，木地には，ねじれ・狂い・反り・腐りなどの問題がある。一つ一つの素材ごと
 
 
 
1975 年に伝統工芸
士の認定を受けて
いる。写真では 1998
年に更新が認定さ
れている。 
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に状態は異なるので，それを見極めないといけない。」と山口怜示氏は言う。さらに,「素
地製作・塗装・加飾と分業をするなかで，自分の作業以外の部分への配慮も必要であり，
長年の経験により，それぞれの段階での職人一人一人の癖を知り尽くしており，次の人が
喜んで仕事をしてもらえるように気をくばっています。」と述べた。 
 
 
写真３－２  
自分の作業さえよければそれでいいなどと考えるようでは本当の職人とはいえない。 
 さらに，仕事には創造性が必要であると言う。つまりは，提案型の仕事が必要であると
言う。作るだけの職人ではいけないとも言う。 
 （有）山口工芸には，大学を卒業後入社した若者が二人いる。彼らの考えを聞いた。 
 和歌山県出身のＴ・Ｕ氏は，武蔵野美術大学出身の 30代の青年である。大学卒業後はデ
ザイナーとして働いていたが，職場で知り合った山口怜示氏のご子息に紹介され，（有）山
口工芸にて働くことになった。彼は，「元々は東京でデザイナーの仕事をしていた。日々パ
ソコンに向かい，さまざまなデザインを考えてきた。しかしながら，机の上だけでの仕事
に疑問を抱くようになった。実際に，現場で作ることができたらと考えた。鯖江に来た一
番の理由は，伝統産業には，しっかりとした伝統技能があるということだ。つまり，伝統
技能には，しっかりとした基本技術が確立しているということだ。昨今では，製品のブラ
ンドや，表面のデザインに気を取られがちであるが，元来，本物の作品には，基本技術が
しっかりと施されている。作品制作を行うに当たり，本物の伝統技能を身に付けるために
鯖江に来た。」と話した。 
さらに，少子高齢化による技能継承のことについて，彼は，「私のように本物の技を学び
労働大臣より，1981
年に一級漆器素地
製造技能士と認定
されている。 
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たいと考えている若者はたくさんいる。しかしながら，残念なことに学ぶ場所がない。私
は，たまたま山口氏との出会いから，ここで働くことが実現したわけであるが，このこと
については考えるべきことが多いと思う。」と語った。 
伝統の技を身に付けたいと考える若者がいるという。 
しかしながら，学びたいと考える人が，学ぶことができる場にめぐり会うことができる
機会が設定されなければならない。学びたいと考える人と学ぶことができる場の合致が，
是非とも必要であると感じた。 
（有）山口工芸にある作業機械は，いずれも日本製の機械である。 
 
 
写真３－３ 
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写真３－４ 
機械を自由自在に操作できるようになるためには，やはり長年の経験を必要とする。 
現場の取材を通して明らかになった，技能の継承についてまとめる。 
① 組織のなかで自分の持ち味を活かす工夫をする。 
② 積極的に新しいことに挑戦し，そこから新しい知識や技能を獲得し，試す。つまり，
経験から学習する。 
③ 個人的な経験を言葉に表し，本などから学んだ知識と結び付ける。 
④ 各人が学んだことを，職場内で共有する。それは周囲の人との相互関係により獲得
されるからである。 
⑤ 若者が質の高い経験を積む機会を保証する。 
⑥ 重要な技能を持つ中高年を，適切に評価して敬意を払い，若者に継承できる仕組み
を確立する。 
 
現代は，日本国内において，中国製の製品が多く見られるが，漆器産業に関していえば，
中国にも日本と全く同じ製作機械はあるが，だからといって，日本と全く同じ製品は製作
できないとのことである。たとえば，広蓋や中箱の隅丸などの製品は特に中国での製作は
困難なようである。いえることは，いくら機械が整っても，それを操作する人の技術が伴
わなければ，製品作りは難しい。このことに関しては，福井県福井市にある，工作機械メ
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ーカーである株式会社松浦機械製作所において実際に機械作りに携わっている同社の総務
部長である，上村誠氏も同様の事を述べている。 
株式会社松浦機械製作所は，1935年創業の会社で，工作機械製造・販売，金属光造形複
合加工機製造・販売，ＣＡＤ／ＣＡＭシステム販売を行っている。 
ものづくりへのこだわりや伝統を製品に受け継いでいくことに社員が一丸となって仕事
をしている会社である。グローバル企業として“ひと 地球 そしてテクノロジー”を標
榜し，持続可能なすぐれた品質の開発を目指している。 
 
 
写真３－５ 
社会や経済の成熟化に伴って，生活価値観が変化し，人々のライフスタイルにも大きな
影響を及ぼしている。シンプルライフなどの言葉に代表される志向の消費者も増えている。  
このような価値観の多様化が進むなかで，特に大量使い捨て志向という観点から見ると，
価値観の多様化は，人々が本物のモノを求めるという需要を，一層減少させることが考え
られる。 
 現代人は，とかく画一的な規格商品に馴染むあまり，対象を，何の愛着もなく消費して
は，ただ均一的に眺めるだけでよしとして，結局のところ，製品をしっかりと見分ける眼
識，それ自体が衰えてきていると思われる。ここにも本物を求める，需要の低迷の一因が
あると考えられる。 
中国では，製
作ができない
中箱の隅丸。 
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漆器産業の生産者と消費者をつなぐ文化を再生し，発展させることが求められる。この
なかで，熟練の技をいかにして引き継ぐか。これが伝統文化の継承と，地場産業の再生に
とって，欠くことのできない課題となった。 
その意味では，後継者になるべき人材の流動化が進み，若手の育成が困難になればなる
ほど，伝統文化の担い手である職人の熟練の技を維持する必要性が高まる。この過程に，
地場産業の関係者が参加し，熟練の技に対する共通の理解を深めることが重要となる。そ
の質の高さを現場から示すことが重要な意味を持つ。そこで，地場産業の持つ文化的基盤，
特に，職人技能に関する知識や体験，学習の場を生み出すこと，その前提として，職人技
能の特性を現場に即して理解し，その特質を継承する仕組みがある。その仕組みを製品の
販売者や消費者が体験を通して理解することが求められる。理解の上に立って，彼らが現
場との持続的な交流を実現する方向性が必要となる。この交流においては，職人技能にお
ける暗黙知の存在が注目される。人から人へと伝えるほかには，伝達の方法がない暗黙知
を，関係者が体験し，共通の理解を高めること。この実践を職人技能の持続的な継承や発
展に不可欠なものとして位置付けなければならない。 
多くの地場産業が存亡の危機にあると言われる今日，職人技能をめぐる暗黙知が，生産
者，消費者の間をつなぐ関係者（商人，研究者，まちづくりコーディネーターなど）によ
って共有され，それがかけがえのない，固有の魅力を持ち得たならば，地場産業の産地は，
地元や，外部からの人流呼び込み，産業再生と地域再生の新たな展開を拓く。 
 
第３節 暗黙知の役割 
 
１ 暗黙知と地場産業研究 
本節では，職人技能の研究において，従来は，注目されてこなかった，暗黙知の概念を
取り上げた。その理由は，熟練の技の継承を研究するとき，熟練の型の研究など，形にな
ったものに注目した研究はあるが，６）形にならない知や情報の研究は，哲学者や経営学者
や文化経済学者によって行われているものの，地場産業研究には，まだ導入されていない
からである。 
その意味では，今，改めて知の情報の確立が求められている。特に職人の世界における
徒弟制度的な場面においては，技を学ぼうとする者が現場に立ち会い，そこでの観察や模
倣を実践しながら，マイケル・ポランニーが言う暗黙知を，身体的な記憶として蓄積する
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ことが必要である。このことは，熟練の技を持つ職人と，実際に彼らが仕事をしている現
場において，熟練の技が個人としてだけではなく，地域全体の固有価値として継承されて
いくことになるのである。 
 
 ２ 暗黙知の原点 
 暗黙知は，ハンガリー・ブダペスト生まれのユダヤ人で，ハンガリーをはじめドイツや
アメリカやイギリスで活躍した，マイケル・ポランニーが提唱した概念である。これは，
「語られることを支えている語られざる部分に関する知識」であり，「人は言葉にできるよ
り多くのことを知ることができる。」７）と言う。暗黙知は，通常無意識的で，詳細には表
出することも他人に伝達することも不可能である。  
暗黙知の大半は，自然に習得した技能とかルーティン化した知識や技能などの身体感覚
である。 
たとえば，真直ぐに歩くとかの行動で，我々は普段特に意識していないし，どうしてう
まくできるのかは詳細には説明できない。自分は気が付いていなくとも，身体が知ってい
る知識である。つまり，暗黙知は，自分の身体を道具として使い，身体を通じて事物との
直接的な経験のなかで獲得されていく。つまり，思索や仕事や製作のあらゆる時点で創発
されてきた知が暗黙知である。 
 仕事で役に立つ知識や技能は，現場での経験から学習するものである。仕事の上で，一
人前，さらに熟練者になるためには長い年月を必要とすることが知られている。 
人類誕生についてみてみると，人類は哺乳動物のなかの霊長類に分類される。その霊長
類が出現したのは今から約 6,500万年前である。類人猿の登場は約 3,000万年以上前にな
る。人類の進化は猿人に始まるが，彼らは約 400万年前に現れたと言われる。人間は，他
の哺乳類に比べて，特に強くて頑健な動物でないにもかかわらず，これまで生き延びてき
たのは知識の力があったからだと考えられる。それが可能になったのは，人間に備わって
いる大脳新皮質の発達にある。大脳新皮質の発達により膨大な記憶が可能になるとともに
考えることができるようになり，知識を創り活用することができるようになったのである。
人類の進歩には，目覚しい発展が認められるが，身体的には 10万年前の人類と大差はない。
頭蓋骨の容積もほぼ同じであり，同じような思考回路をもっていた。現代に至るまで，人
類は知識を同じように用いて生活してきた。ここでは，知識の認識論的な側面からの分析
ではなく，実際的な側面から，知識の構造を分析し，知識がどのように創られるかを明ら
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かにするなかで，知識の分類をして，知識のなかの暗黙知について考える。 
 知識は，形式知と暗黙知に分類される。形式知は言語化された文章化できる明示的な知
識である。一方，暗黙知は言語化できない，言語化しにくい知識である。形式知と暗黙知
を比較すると次表のようになる。 
 
表３―１ 
暗黙知と形式知の対比 
暗黙知 形式知 
主観的な知 
（個人知） 
客観的な知 
（組織知） 
経験知 
（身体） 
理性知 
（精神） 
同時的な知 
（今ここにある知） 
順序的な知 
（過去の知） 
アナログ的な知 
（実務） 
デジタル的な知 
（理論） 
資料：野中郁次郎，竹内弘高『知識創造企業』東洋経済新報社，1996年，89頁 
 野中郁次郎氏は，「暗黙知は，ある特定の実際的なコンテキストつまり「今ここで」創ら
れている知識」８）と言う。さらに，「形式知は「あそこあのときの」の過去の事物につい
ての知識であり，特定のコンテキストに束縛されない普遍的な理論を志向している。」９）
と言う。 
マイケル・ポランニーによれば，人間の知識は基本的に暗黙知であると言う。「暗黙的認
識をことごとく排除して，すべての知識を形式化しようとしても，そんな試みは自滅する
しかないことを，私は証明できると思う。」10）と言う。形式知は暗黙知のなかの論理的に
わかりやすい部分の一部と考えられる。科学技術的な知識が典型例といえる。暗黙知は経
験や五感からの直接的な知識であるから，主観的・個人的なものである。これは，勘やコ
ツといった匠の技と呼ばれることもある。 
 また，知識を宣言的知識と，手続き的知識に分類することもできる。前者を「knowing 
what」，後者を「knowing how」と呼ぶこともある。 
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 手続き的知識には，自転車の乗り方・ピアノの弾き方などの身体行動的なもの，職人の
技などの直感的認識が含まれ，基本的には暗黙知である。 
 たとえば，漆器職人や宮大工などが持つ匠の技は，手続き的知識の典型例であり，教科
書もないなかで，師匠の動きを観察しながら，模倣を繰り返すことにより得られる知識で
ある。理屈ではなく，体験を通じて得られる知識であり，身体で覚えた知識といわれるも
のである。＊ 
 
＊具体的な例として，パン職人の例を示す。ある電気メーカーがホームベーカリーを開発する際に，開発
スタッフがパン職人に弟子入りし，同じ材料を用いて同じように作っても，決しておいしいパンができな
い。パン職人に聞いても，言葉での説明はしてもらえない。つまり，弟子入りしてから，何年もかけて師
匠のやり方を模倣し練習を重ねることにより，技を身体で覚えてやっと一人前のパン職人になることがで
きるのである。ただ単に師匠の真似をするだけでは，一朝一夕においしいパンができるわけではない。そ
こで，つぶさに職人のやり方を観察していると，パン生地をこねるときに，単にパン生地をこねているだ
けではなく，パン生地に，ひねり伸ばしの動作を加えているところに差があることに気付いた。早速，開
発試作品にひねり伸ばしの作業を取り入れる改造を施したところうまくいったというものである。パン職
人はパン生地をこねることに意識を集中しており，手はいつも通りに動いて，ひねり伸ばしを行っている。
パン職人にとって，手の動きは特に意識されておらず，暗黙的にひねり伸ばしが行われている。つまり，
完全に暗黙知化していることから，どのようにパン生地をこねているかを言葉で説明できなかったのであ
る。 
 このように，人の意識は目的を達成することに集中しており，個々の要素となる知識は暗黙知化してい
るために，これらの要素はどのように使ったかを言葉で説明できないのである。人間が歩くときに意識し
ながら左右の足を交互に動かすのではなく，歩行の知識を暗黙的に使って歩いているのであり，パンをこ
ねる際の知識であるか，歩く際の知識であるかの違いがあるだけである。 
 
 匠の技の場合は，師匠に弟子入りしてから，模倣をしながら失敗や成功を何度も繰り返
すなかで，膨大な量の情報が記憶に残る。漆器職人の場合は，10～20年でやっと一人前に
なるといわれるくらい長期間の修行が必要とされている。これらの体験から得られた記憶
は，作品の仕上がりに影響を及ぼす非常に多くの考慮すべき項目に関連するパラメーター
であり，これらの項目やパラメーター同士の関連付け仕上がりの関係が知識となっていく。
職人が作業をする際には，この知識が働くのであるが，個々の要素となる知識は，暗黙的
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に働くことから，暗黙知化して，その人の意識には上がらない。したがって，暗黙知は言
葉で説明しがたい知識になっている。言葉で説明できる形式知との大きな違いは，知識を
意識することなく使うことにあり，使っていることを意識していないので，どれをどのよ
うに使ったかを言葉で説明しきれない知識になっているのである。＊ 
 
＊また別の例として，ピアノ演奏を考える。演奏の際に，指の運びを気にしていたのでは，うまく演奏す
ることがおろそかになって，演奏自体がだめになってしまうが，音楽を演奏することに集中して，指の動
きを暗黙的に処理すれば，すばらしい演奏になる。当然であるが，ピアノを弾いたことがない人には，こ
のような暗黙知は存在せず，いきなりやってみても決してうまくいかない。練習を通して暗黙知を創らな
ければならないのである。 
 このように経験することにより得た知識は暗黙知として蓄えられ，この知識を用いて現状の複雑な処理
に対処しているのであり，しかもそれは暗黙的に遂行されるのである。 
 もちろん，ピアノの弾き方の大事なポイントを形式知化することは，日々行われている。 
 
 一方で，暗黙知と区別される，宣言的知識は自然科学や社会科学における理論や法則が
代表例であり，基本的に形式知である。研究者や技術者が，研究成果を論理的に説明した
ものが論文であるが，もちろん形式知となっている。しかし，成果は形式知がすべてでは
ない。形式知を生み出した研究者や技術者は，その形式知の周辺に膨大な情報を持ってい
る。論理的にまとめられないことから，形式知になっていないが，形式知と関連付けられ
て膨大な暗黙知として存在しているのである。条件が変わったときにどういう動きや対処
をしたかは，暗黙知によるのである。 
暗黙知は，問題解決のための，ひらめきの基になる。 
 
３ 職場への機械の導入と暗黙知 
現在，多くの職場においては，熟練者のも持っていた熟練技を機械化や情報化して，マ
ニュアルを作成することが進んでいる。しかし，若者はマニュアルを読んだだけでは，行
間にある，目に観えない暗黙知を学習できない。 
ここで必要なことは，まず現場の様々な場面において，先輩や熟練者を模倣し，自分な
りに実践してみることである。次に必要なことは，成功や特に失敗の経験，そして，周り
の人からのフィードバックから，内省し教訓を引き出して学習することである。 
73 
 
これは，体験学習といえるものである。 
この体験学習は，現在のところ，現場の生産者と後継者の間だけのものであるが，ここ
における暗黙知を，訪問者や研究者，まちづくりコーディネーターなどと共有し，その体
験情報を内外に発信することが必要とされる。 
 職場の機械化は，定型的な仕事を効率化したが，一方で，人は，想定外のトラブルや状
況の変化に対応することを一層求められるようになった。いくら機械化やマニュアル化が
進んでも，現場のなかで培われてきた暗黙知を若者に，いかに継承していくかは重要な課
題である。ここには，意外性や感動性があり，ある種の文化創造があるといえよう。この
価値に注目する必要がある。 
 
  ４ 暗黙知の「見える化」 
 形式知は，文章化が可能であることから，多くの人に伝えることができる。しかし，形
式知だけでは，使える知識にならない。つまり，使える知識となるためには，そこに人の
経験が融合されなければならないのである。 
 ここでは，トマト農家の作業を例に，人の暗黙知の「見える化」を考えていく。 
神成淳司氏は，最新のＩＴを駆使して，熟練農家の大山寛氏との共同研究を行っている。
大山寛氏は，篤農家であり，トマト農家である。 
 大山寛氏の作業中の視線に着目し，大山寛氏にアイカメラを装着してもらい，彼がトマ
トの樹を見るとき，視線はどこを見ているかの研究を行った。その結果，実であるトマト
自身ではなくて，樹のつぼみ部分に着目していることが判明した。大山寛氏によれば，ト
マトの樹の，次の展開を考えて，作業を行うとのことである。 
 つまり，色・形・大きさの統一されたトマトの安定供給が必要であり，そのためにも，
大山寛氏の視線の先のつぼみの生育状況の良し悪しが，重要な要素となる。若手の，経験
の少ない農業従事者にも，アイカメラを装着させたところ，どうしてもトマトそのものに
視線がいってしまい，大山寛氏との違いが歴然とした。 
 植物工場アンケートによると，農家の，実に 62パーセントが赤字経営である。これを回
避するには，安定的な取引先の確保が重要となるが，そのためには，耕作物の質の安定が
求められる。つまりトマトであるならば，色・形・大きさの統一されたトマトが耕作され
なくてはならない。そうでなくては，トマト購入者が，私のトマトは赤くないと感じたり，
他の消費者よりトマトの大きさが小さいと感じたりすることがあると，その後の取引に悪
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影響が出てしまう。 
 この問題の解決のためにも，熟練農家の，熟練の眼が必要となる。この視線を送る技の
継承に，熟練農家の視線の配り方を記録することは，一つの方法であろう。暗黙知を「見
える化」することになり，形式知化されたものであれば，若手農業従事者が学習しやすく
なる。 
 
 第４節 小括 
 
 地域には，自分たちの得意分野を活かして，生業として生活している人がいる。若手を
育てていくのは経験豊富な熟練職人であり，技と共に仕事に対する心構えもしっかりと受
け継がれていく。 
人から人へと，職人の技能が継承されていく際には，これらの職人が，各人が持つ能力
を活かして創造的な芸術文化性を持つものを創造しているといえよう。ここでは，人間社
会の創造性の重視による発展を模索するべきである。この時，それぞれの地域における，
風土や自然生態系を重視し，さらに，地域における伝統や習慣を重んじることが求められ
る。つまりは，その地域に住み，暮らしている生活者の視点を基本とした知恵の蓄積が求
められている。 
地域の伝統や文化は，地域社会全体として継承していくべきものである。そうであるな
らば，地域の学校教育の役割を再認識しなければならない。つまり，学校は地域社会の一
員であるからである。 
今回の場合，漆器産業という鯖江の地場産業を例に考えているが，職人技能の継承・発
展のためには，これを支える創造性に富んだ人材の育成が不可欠であり，その一役を担う
のが学校教育である。 
たとえば，小学校や中学校や高等学校では，基本的な知識や技能をしっかり身に付けさ
せ，それを活用しながら，自ら学び自ら考える力の「生きる力」の育成を図る。この知的
好奇心や探求心を持って，自ら学ぶ意欲や主体的に学ぶ力，自らの力で論理的に考え判断
する力，自分の考えや思いを的確に表現する力，問題を解決し発見する能力の育成を重視
し，このような能力を育成するため，ものづくりなどの体験的な学習を積極的に各教科な
どに採り入れることが求められる。 
さらに，明確な意思を持って日々の学業活動に取り組み，子どもたちが「生きる力」を
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身に付け，激しい社会の変化に対応し，主体的に自己の進路を選択・決定できるなど，社
会人・職業人として自立していくことができるようにする教育活動が求められる。学校教
育においては，働くことの意義や目的，職業と職業生活などについて指導し，職場体験や
インターンシップなど将来の職業や進路に関わる啓発的な体験の機会を設け，作業現場か
らの生の声を聞くなどし，本や言葉で教えられる以外に，現場を見て，汗をかきながら試
行錯誤することによる学習の重要性が指摘できる。学校・地域経済界・地域住民・自治体
が協働で行うことで，地域の文化の蓄積・継承・発展が初めて可能になる。  
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注・引用文献 
１）以下の統計から明らかなように，2009年以降入館者数は 10万人前後ある。 
                    単位：人 
入館者数   
2008年 65,207 
2009年 94,656 
2010年     99,225  
2011年    102,072 
2012年 98,737 
       資料：「鯖江市の概要」福井県鯖江市議会事務局，2013年 
２）下平尾勲『地元学のすすめ－地域再生の王道は足元にあり－』新評論，2006 年，206
頁「商店街は，単に商品を販売する場所に留まらず，美しいまち並み，しゃれた建造
物，すぐれた基盤整備，魅力的な商品陳列などが集積する快適な景観空間であった。」
とある。この魅力的な商品陳列の中心こそ，地場の，ここにしかない工芸品である。 
３）このことを示唆したのは，ジョン・ラスキンである。池上惇『文化と固有価値のまち
づくり』水曜社，2012年，4頁「ライフを開花させるための経済は，財をつくる人＝
職人が，原材料や技術の固有性，また，エネルギーや動力の固有の性質を理解して，
生きる歓びを開花させる。そして，職人の創造性や技術を理解する「享受能力ある消
費者」が商品の品質と芸術性に感動し人生を開花させる。」とある。 
４）「漆器産地においては，木地，下地塗の分野において高齢化（ほとんど６５歳以上）が
進んで後継者が育っていない。」下平尾勲『地元学のすすめ－地元再生の王道は足元に
あり－』新評論，2006年，34頁。 
   実際，鯖江産業ビジョン２００３として行われた結果から，漆器産業事業主年齢層
は以下のようになる。回答企業の 62パーセントが沈金・蒔絵・木地などの製造業であ
る。 
    卸・小売りを含む回答のあった全企業の事業主年齢層である。 
年齢層 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 無回答 
割合  0.0％ 4.3％ 10.8％ 33.7％ 47.6％ 3.6％ 
                      資料：鯖江産業ビジョン２００３ 
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５）（2007年 8月 10日・2012年 6月 23日ヒアリング。ヒアリング相手は，（有）山口工芸 
の社長である山口怜示氏。） 
６）十名直喜『ひと・まち・ものづくりの経済学－現代産業論の新地平』法律文化社，2012
年，95頁以下。 
７） Michael Polanyi，1966，THE TACIT DIMENSION，London：Routledge ＆ Kegan Paul Ltd
（高橋勇夫訳『暗黙知の次元』ちくま学芸文庫，2003年，24頁）  
８）野中郁次郎，竹内弘高『知識創造企業』東洋経済新報社，1996年，90頁 
９）同書，90頁 
１０）Michael Polanyi，1966，THE TACIT DIMENSION，London：Routledge ＆ Kegan Paul 
Ltd（高橋勇夫訳『暗黙知の次元』ちくま学芸文庫，2003年，44頁） 
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第４章 職人技能の継承と学校教育 
          －実践知を踏まえた学校知による後継者育成－ 
 
第１節 福井県立丹生高等学校における実践知と学校知 
 
本章は，筆者の実践経験をもとに，近年の社会状況のなかで，学校から社会への移行支
援の問題として，高等学校（進路指導の多様な生徒が在籍する全日制普通科）におけるキ
ャリア教育のあり方について考え直す手がかりを探る。また，低学年からの連続的なキャ
リア教育を実施することにより，生徒の人間性の成長を目指す構想を提起する。 
人から人へと，職人能力が継承されていく時，地域社会の果たす役割は大きい。特に，
地域における学校教育・地域教育の研究が急務である。 
 福井県立丹生高等学校は，2012年 4現在，生徒数が男 224名，女 196名で計 420名の全
日制普通科高校である。内卒業時における就職者の割合は，ここ数年約 30パーセントで推 
移している。 
表４－１ 
           最近 5ヵ年の進路状況 
 
年度 
就  職 
男 女 計 
平成１８年度 ２５人
(31%) 
２０人
(31%) 
４５人(31%) 
１９ １５人
(21%) 
１７人
(26%) 
３２人(23%) 
２０ ２８人
(21%) 
２０人
(15%) 
４８人(35%) 
２１ ２２人
(28%) 
２１人
(32%) 
４３人(30%) 
２２ ２６人
(39%) 
１２人
(23%) 
３８人(29%) 
資料：「平成 23年度進路指導部資料」丹生高校，2012年より抜粋 
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つまりは普通科高校であるが高校卒業後就職する者の割合が多いのが特徴である。全国
的に見てみると，高等学校卒業者の約半数が大学進学，約 20パーセントが専門学校に進学
し，約 30パーセント近くが就職し，約 10パーセントが進学も就職もしないという状況に
ある。とりわけ普通科高校に限って比較すると丹生高校の就職者の割合はきわめて高いと
いえる。このようなことから，初等中等教育の最終段階である高等学校，とりわけ丹生高
校の様な状況にある高等学校と社会との円滑な接続を図るためには，キャリア教育の充実
が大きな課題と考える。近年の産業・経済状況の構造的変化や，雇用の多様化等を背景と
して，生徒の進路を巡る環境は大きく変化している。さらに，生徒の職業観や勤労観の希
薄化や社会人としての基礎的・基本的な資質をめぐる課題，高い早期離職率，そして若者
達のフリーター志向が高まり，いわゆるニートと呼ばれる若者の存在等が社会問題となっ
ている。まさに今，学校教育おける「キャリア形成」について考える必要性があると考え
る。これまでの学校教育や進路指導のあり方を点検し，教育活動としての一層の体系化を
図るべきである。 
 
１ 職場見学 
以下に，平成 21年度の実施要項を示す。 
平成２１年度第１学年職場見学実施要項 
第１学年会 
進路指導部 
 
１．目 的   近隣の事業所(工場)を見学し，労働の意味や職場の環境を見聞きするこ
とで，職業意識の向上を図り，将来の自分の能力や適性にあった職業選択
の参考にする。 
 
２．平 成２１年７月８日（水） ８：５０～１２：３０ 
３．対象者   第１学年 １組：３２名，２組：３２名，３組：３１名， 
４組：３３名，５組：１９名 合計：１４７名 
４．見学事業所 １組 福井アシックス工業株式会社 
           アイシン・エイ・ダブリュ工業株式会社 
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        ２組 株式会社福井村田製作所 
           ギャレックス株式会社 
        ３組 東工シャッター株式会社 
           ウラセ株式会社 
        ４組 株式会社ホリカワ 
アイ・エム・エヌ株式会社 
        ５組 奥田精工株式会社 
           サカイオーベックス株式会社 
５．実施方法  ・クラス毎に，２つの事業所を見学する。 
・１つの事業所につき 60分～80分程度とする。 
６．当日の日程 
１組 ２組 ３組 ４組 ５組 
8:35～8:45 教室で SH 
8:50～   バス乗車・移動 
9:20～10:30 
アシックス 
9:20～10:30 
福井村田製
作所 
9:20～10:30 
東工シャッ
ター 
9:20～10:20 
ホリカワ 
9:20～10:20 
奥田精工 
10:50～12:00 
アイシン・エ
イ・ダブリュ 
10:5～12:00 
ギャレック
ス 
10:5～12:00 
ウラセ 
10:5～12:00 
アイ・エム・
エヌ 
10:50～12:00 
サカイオーベッ
クス 
 
７．引率教員  
１組：伊部 飯田   ２組：佐々木 瀧波   ３組：酒井 高村 
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４組：三好 山野  ５組：木原 藤田 
８．その他   
①事前指導は７月６日(月)期末考査終了後に直前指導を行う。またそれまでにＳＨ
等を利用して事前指導を行う。 
②職場見学終了後，生徒は職場見学報告書を作成する。 
③生徒への注意事項 
・見学事業所発着の際は，事業主等に挨拶(号令＝委員長)をし，最後まで礼儀正し
い態度で見学すること。 
・見学中の私語，雑談は厳に慎むこと。 
・機械，製品などには，絶対に手を触れないこと。 
・出発時間を厳守し，集団で行動すること。見学時間が短いので，機敏に行動する
こと。 
・見学終了後に事業所から質疑応答が予想されるため，質問を行える準備をしてお
くこと。 
④持参物     
・内履き（内ズック） 
     ・日程表，報告用紙(バス内で配布) 
・筆記用具(見学終了後，ハローワークにアンケートを提出) 
 
以下の写真はお世話になった企業の様子である。 
 
写真４－１ 
染色企業の様子。作業中の従
業員。 
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写真４－２ 
 
写真４－３ 
 
          写真４－４ 
企業の会議室に於
いて，担当の方よ
り説明を受けてい
る。会社組織や仕
事の内容など話は
多方面にわたる。 
染色企業の様子。 
布を裁断している。
鮮やかな色彩がみえ
る。 
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写真４－５ 
 
写真４－６ 
丹生高校において，職場見学は一学年生徒全員が参加している。当初は就職希望
のクラスの生徒が対象であったが，現在では全員を対象としている。キャリア教育
の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書は，「高等学校においては今なお
進路決定の指導に重点が置かれ，志望先の選択・決定等にかかわる出口指導や進学
指導，就職指導に終始しがちになっている状況が少なからず見受けられると指摘し
ている。」１）と述べている。丹生高校は，毎週月曜日７限目に設定されている総
合的学習の時間（丹生高校ではＮＴという）を活用して生徒たちの働くことへの関
心や意欲の高まりと学習意欲の向上につながる活動を展開している。ケネス・ホイ
ト編著，仙崎武ら共訳『キャリア教育－歴史と未来』には，キャリア教育について
「働くことを重んずる社会（work-oriented society）における諸価値に精通し得
精密工作機械が見え
る，ものづくりの現
場。 
全国的にも有名な企
業の一つである。作
業の流れ方や会社の
組織について説明を
受けている。 
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るよう個人を支援し，それらの価値を自らの価値観に組み入れ，働くことが誰にと
っても可能となり，意義を持ち，満足できるような生活を送れるように支援する，
公教育及び社会全体の運動」２）と述べられている。以上のことから，丹生高校に
おいては高校入学して間もない時期に，働くことの意味を一学年生徒全員が学ぶ機
会を用意している。  
 職場見学実施後は，職場見学レポートとして各クラスにおいてレポートを作成し
た。それらを掲示することによりお互いの学習活動を確かめ合うことができた。 
人工衛星の部品や，Ｆ１のエンジンの部品を造っていることに驚いたという意見
や，お客との信頼関係の大切さなど，生徒たちはいろいろな角度から地元企業のこ
とについて学習することができた。 
生徒自身が，将来入りたい業界や企業について調べておくことはとても重要であ
る。企業のホームページやパンフレットを見ることも一つの方法であるが，企業の
現場を訪問してみることが，やはり重要であろう。元来各自が抱いていた企業イメ
ージと実際の差を感じることもある。いろいろな手段を使って，職業について研究
することが重要である。 
 
写真４－７ 
 
生徒たちのレポート。 
多くの発見がある。 
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２ ジュニア・インターンシップ 
平成２１年６月２５日 
福井県立丹生等学校 
進路指導部・２年学年会 
 
平成２１年度 ジュニア・インターンシップ事業実施要項 
 
１．目 的 
地域の産業界の協力を得て，生徒が各事業所で就業体験学習をすることで，働くこ
との意義，楽しさ，辛さ等を体感し，自らの適性と職業の関わり等について考える契
機とする。 
 
２．実施方法 
生徒は地域の各事業所において，正規の従業員と同じ形態で業務の一部を実習する。
学校教育活動の一環として実施するので無報酬とし，交通費や食事に係る経費などは
生徒の自己負担とする。 
 
３．実習生徒 
福井県立丹生高等学校の第２学年就職希望生徒３５名（男子２６名，女子９名）。１
事業所当たり３名程度の受け入れを依頼する。 
 
４．実施日時 
  （１）時 期  ７月２２日（水）～２４日（金）の３日間 
  （２）時 間  原則として，各事業所の就業時間 
 
５．実習事業所の選定 
進路指導部を中心に，本校卒業生を採用して受け入れている事業所，及び，前年度
にインターンシップの受け入れを実施している事業所等と交渉し，本年度の受け入れ
を依頼する。原則として丹南地域の事業所を範囲とする。 
87 
 
 
６．生徒の実習先割り当て 
  生徒の実習先の割り当ては，生徒の希望職種等を考慮して学校が調整を行い決定す
る。 
 
７．保護者の承認 
  実習実施にあたっては，事前に書面により保護者の承認を得る。 
 
８．事業所における実習指導担当者 
受け入れ事業所毎に，事前に生徒への実習指導担当者を依頼しておく。実習指導担
当者は実習期間中の生徒の指導および評価を行う。 
 
９．巡回指導 
担当教員は，各事業所の実習指導担当者を通して，実習先との事前打ち合わせ等で
連絡調整を行うとともに，期間中はそれぞれの担当事業所を巡回し，生徒の実習状況
を把握する。（出張として扱う） 
 
１０．事前・事後指導 
学校では，ジュニア・インターンシップに先立つ事前指導として，ガイダンスやビ
ジネスマナーの指導，安全指導等を徹底する。終了後は実習報告書の提出や礼状作成，
レポート作成等の事後指導を行う。 
 
１１．安全への配慮  
実施事業所に安全の確保を求めるが，万がいつの実習中に事故が発生した時には，
「日本スポーツ振興センター」による災害共済給付の対象となる。さらに，インター
ンシップ・ボランティア活動賠償責任保険制度（産業教育振興中央会）にも全員加入
する。保険料は福井労働局で負担する。 
 
１２．準備・実施日程 
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（１）受け入れ企業開拓       ４月～６月初旬 
（２）生徒への希望職種調査     ５月中旬      
（３）企業への依頼状発送      ６月中旬 
（４）保護者同意書配布・回収    ６月下旬 
（５）保険加入手続き        ６月下旬    
インターンシップ・ボランティア活動賠償責任保険制度 
（産業教育振興中央会）に全員加入する 
（６）企業との事前打合せ       ６月２９（月）～７月３日（金） 
・「確認プリント」・手引きを使用 
・進路部員＋２年担任・副担任 
（７）生徒への事前指導（その１）   ７月６日（月）放課後 大会議室  
・担当教員より就業上の連絡等  
・「自己紹介」の清書 
（８）生徒への事前指導（その２）  ７月８日（火）ＬＨ 大会議室 
・講演会 講師 株式会社 松浦機械製作所 上村 誠氏 
（９）生徒への事前指導（その３）  ７月１７日（金）ＳＨ 各教室において担任指
導・最終注意  
（10）実施中の担当教員の巡回指導  ７月２２日（水）～２４日（金）  
（11）生徒への事後指導        ７月２７日（月）午前中 第２研修室（担任・
進路）・礼状・アンケート等作成 
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写真４－８ 
 
写真４－９ 
 ジュニア・インターンシップは，就職を希望する二学年の生徒を対象に，夏休み期間を
活用して行われる。生徒たちが，自己の職業適性や将来設計について考える機会となり，
職業意識の育成が図られている。そのためには，生徒たちが仕事に対する考えを明確にす
るために適した就業体験の場を用意することに加え，体験を通じて生じた，仕事に関する
疑問や悩みに適切な指導や助言を行うことが求められる。 
 
真剣に作業に
取り組む生徒
たち。 
機械を前に驚
いている生徒
の様子。 
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３ 丹生高校生徒の職業観の形成 
三学年の 7月の時期は，進学や就職等といった進路決定の時期である。特に就職希望者
については，７月中旬に行われる保護者懇談会において志望する企業をほぼ決定する。教
師やロータリークラブの方による就職模擬面接や作文指導を行い，夏期休暇中には応募前
職場見学を実施する。ほぼ 9月中に合否の結果が出そろう。残念ながら希望がかなわなか
った生徒たちは次の企業を模索することになる。ここで彼らの，職業選択の基準について
みてみたい。尾嶋史章氏は，「高校生が社会経済的地位の高さのみによって職業を評価し
ているわけでないことは明らかである。」３）と言う。つまりは自己実現志向である。さら
に，「高校生の職業希望を理解するには，社会経済的な地位達成ばかりでなく，職業を通
じた自己実現という観点を取り入れることが有効である。」４）と言う。 
しかし，丹生高校の場合，多少状況が異なる。自分の能力が活かせるなどの，自己実現
志向は確かに見られるが，職業環境がよい，より多くの金銭が得られる，休日が多いなど
の点を重視する傾向が見られる。丹生高校生徒にとって，職業を知り，体験をする経験が
まだまだ不十分であると言わざるを得ない。生徒たちを取り巻く現在のきびしい社会状況
のなかで，彼らは自分が得た職業情報をどのように取捨・選択していくのか。学校・家庭
の勧めや影響をどのように自分なりの基準に置き換えていくのか。専門学科高校生と比べ
て，丹生高校の生徒の職業選択や職業観が十分確立できるように，低学年からのキャリア
の教育的指導が今後ますます必要である。 
 
４ 受入企業との関係 
職場見学やジュニア・インターンシップを通じて実に多くの企業に関わることになる。
実際に各企業の担当者とのヒアリングでは，現代の企業が求めるのは，自立した人間であ
った。自己責任で自分のレールを敷いていくことができる人間。自分らしく生きていくた
めに，自分でキャリアを積み上げていくことができる人間。これらが提起されている。 
生徒たちが社会を生き抜く力を身に付ける訓練の場の提供という意味で，地域の企業は
丹生高校の企画に協力している。生徒達は，教室から出て企業で実際の現場の空気を味わ
うことにより，将来の目標を見つけ，より高い能力を身に付けようと考えることもあろう。
そのためにも，職場見学やジュニア・インターンシップは実際の体験を通じ，自らの適性
と職業の関わりについて考える良い機会となっている。 
次に生徒たちを受け入れた企業の実際の意見を幾つか示す。以下は，2009 年 10 月に，
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筆者も参加して行われたジュニア・インターンシップ意見交換会での企業の意見である。 
・インターンシップでは，企業の仕事の流れや，雰囲気などを体験してもらえれば良いと
思っている。 
・当社の場合，インターンシップの受け入れは企業の社会的責任と思い，依頼があれば全
て受けている。 
・生徒を受け入れる際には，生徒に夢を感じてもらうという気持ちで実施している。 
・心掛けていることは，事務作業と現場作業の両方を体験できるように計画し まずは，挨
拶の大切さを教え，コミュニケーションの取り方などから始めている。 
 
以上の他にも多くの貴重な意見があった。＊ 
 
＊詳細は福井県経営者協会がまとめた「平成２１年度ジュニア・インターンシップ実施結果報告書」を参
照されたい。 
 
 企業は，多大なエネルギーと時間を使い，高校生を受け入れる準備をしている。このこ
とにより，今日，高校生に求められる現場体験重視の教育が可能になる。そして，地域に
おける，働く現場の魅力の理解が深まる。この教育活動を通じて，実践知と学校知の新た
な関係が生まれる。 
 
第２節 大学生による河和田アートキャンプ・プロジェクト 
 
日本においては，少子高齢化が進み，すでに人口減少社会を迎えている。このような状
況のなか，生産年齢人口の大都市への流出もあり，地方においては産業や商業が衰退して
いる。 
その結果，空き家も発生し，地場産業の成果を生かす力も低下し始めた。そこで，人口
の流出ではなく，外部からの人々の訪問や，学習のための流入の方向について考えるとと
もに，空き家などを活用して，地場産業や自然，景観に触れ，職人技能の学習や継承につ
いて考えることとする。また，国や地方の財政が逼迫する中で，これからの地方の活性化
のためには，自助，公助に加え，地域と公共の協働が重要となる。 
 地場産業や美しい町並みなどの，地域固有の資源を有する地方において，それらを継承
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する活動を積極的に展開している例がある。 
 本節では，福井県鯖江市の河和田地区において行われている，空き家の活用を通じた地
域再生の事例を紹介し，地場産業の継承の問題について，その可能性と今後の方向性につ
いて検討する。 
 
１ 福井豪雨からの復興 
 鯖江市河和田地区の概要については，第２章で詳しく述べられているが，ここでは，2004
年の福井豪雨による被害からの復興の一端を述べる。この福井豪雨が契機となり，河和田
の地で大学生が教育活動を展開することとなった。 
 河和田地区には，市で唯一の山地水源を持つ河川の河和田川が地区の南部を流れている。 
上河内町には「福井のおいしい水」に認定された「桃源清水」と「三場坂清水」があり，
多くのファンが水と憩いを求めて訪ねて来る。 
「桃源清水」は，河和田地区に市の水道が無かった頃，鯖江市の北東部の人達の飲み水
として利用され，地域の人たちに親しまれていた。 
 
  
写真４－１０ 
資料：http://www.city.sabae.fukui.jp/bin/009468-05-1.jpg 2013年 11月 8日検索 
 
ところが，2004年 7月の福井豪雨により被害を受けて，利用できなくなってしまい，地
域の人たちにとって，大きな悲しみとなってしまった。 
 しかし，福井豪雨から 2年後の 2006年の春，この大切な清水を守ろうと，地域の人たち
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が力を合わせて，復活した。今では，地域の人達だけでなく，市内や県内の多くの人がこ
の地を訪れるようになり，ふるさと鯖江のおいしい水として，2008年 2月には，「ふくい
のおいしい水」として県の認定を受け，現在は水汲み場や池が整備されている。 
 
図４－１ 
鯖江市の人口の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：－商工業・労働・観光交通の概要－ 鯖江市産業環境部商工政策課，2012年 
資料：http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=10838 2013年 11月 1日検索 
 
福井県全体では，人口が減少する傾向にあるなか，鯖江市は人口が増加している。これ
は，鯖江市が県のほぼ中央に位置し，交通の便も良いことから，隣の福井市や越前市のベ
ットタウンとなっており，転入転出の社会動態と，若い世帯の転入による出生数の自然動
態の両方の増加につながっているのではないかと考えられる。 
 そして，鯖江市では，ホームページで公開する情報を多方面で利用できる XML，RDFで積
極的に公開する「データシティ鯖江」を目指している。防災，観光地，駐車場などの情報
を有効に活用していこうというのがオープンデータの狙いである。 
この取り組みに対しての評価は高い。国などが産学官連携で設置した「オープンデータ
流通推進コンソーシアム」から 2013年 3月に表彰を受けている。この点に関しては，鯖江
市に開発拠点を置くＩＴ企業の社長も，「鯖江はソフト開発者にとって恵まれた環境だ」と
評価する声もある。今後，全国からソフト開発者が集まり，地場産業と融合した新たな産
業につながる可能性が期待されている。 
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２ 河和田アートキャンプ・プロジェクト 
２－１ 概要 
2004 年の福井豪雨災害復興支援活動から 10 年が経過した。福井県鯖江市河和田地区を
活動の舞台に，学生たちが主体となって取り組みを継続してきた。 
河和田地区は，2004年 7月に発生した豪雨により大きな被害を受けたが，被災による復
旧活動が落ち着いた頃，地元のＮＰＯ法人かわだグリーンからの要請で，芸術による復興
支援活動が始まった。 
 毎年 100名を越える学生たちが入替わりを繰り返しながら，これまでに参加した学生の
数は約 1,000名，在籍する大学の数は全国大学 33校（共に累計）になった。 活動内容は
「災害支援から未来への地域振興」へ推移し，期間も「夏の 1ヶ月間から四季を通した年
間活動」へと移行してきた。河和田アートキャンプ・プロジェクトは，地区の復興と共に
歩みを進め，河和田の状況や生活に密着した役割を担いながら成長してきた。    
 また，この 10年に渡る一連の創作活動のなかで，学生たちは地球環境問題や災害に対す
る防災意識について考え，河和田での長期滞在生活より見えてきた地域の過疎化に伴う独
居老人問題・空き家問題や地域に根付く伝統文化や地場産業の沈滞などの問題について考
え，取り組んできた。それは，ある意味で現代社会が抱えている課題であり，学生たち自
身が将来に向き合わなければならない現実でもある。 
河和田アートキャンプ・プロジェクトは，この命題を「創作活動の基盤」として掲げて
きた。それは芸術や文化が，これまで認知されてきた既存の枠組みだけにとどまるのでは
なく，創作活動に新たな視点を加えることで，芸術に新しい枠組みを与える試みとして挑
戦している。この表現の場は，一過的なイベントや展覧会として終始するのではなく創作
の活動領域自体が，今後の社会や文化を考える地域活動として成立することを目的として
いる。 
また，河和田アートキャンプ・プロジェクトが始まった数年前，日本の総人口数は統計
上のピークを迎えた。これは日本が縮小化社会への入口に立った事を示唆するものであり，
既に河和田を含む地方地域では，その先駆けとも言える様々な問題や状況が，具体的に顕
在化を始めている。こうした時代の流れを地域で経験するなか，芸術が社会に貢献するこ
とについて試行錯誤を繰り返してきた河和田アートキャンプ・プロジェクトは，未来を背
負う学生たちや問題に直面している地域の方々と共に，意見交換しながら，あらゆる事象
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を再考し，時代に合った新しい価値観の創出を目指して，活動している。 
この取り組みは，2010年 1月 22日に，地域づくり総務大臣表彰を受けている。「学生と
の連携によるうるしの里活性化実行委員会」としての，団体表彰受賞である。 
 
写真４－１１ 
 
  ２－２ ２０１３河和田アートキャンプ・プロジェクト 
 2013年 5月のゴールデンウィーク期間中，約 70名の学生たちが河和田に集まってきた。
彼らは，林業とアート・農業とアート・伝統とアート・産業とアート・学育とアート・食
育とアート・健康とアートの 7つの循環型プロジェクトテーマに分かれて，地域住民とと
もに，地域での生活をおくりながら芸術を通して地域貢献を目指している。 
 学生が衣食住の基点とするのが空き家である。この空き家は一戸建てで，この空きスペ
ースを文化資本と考え，有効な活用法を提案している。ここでは，整理整頓の大切さや，
規律ある行動の重要性を，他人から教えられることなく，学生自らが共に生活していくな
かで気付き，生活に活かすことが可能になる。 
 美術館や劇場などの専門施設ではなく，河和田に存在する空き家や神社，さらには河和
田のまちそのものが舞台となることにより，そこに住む地域住民も，学生たちの活動を見
守ると同時に手伝うこともあったりして，ひいては当事者となる。ここでは，表面的な交
流を越えた，新たな文化環境を形成することが可能になる。 
原口一博，当時の
総務大臣から地
域づくりに対し
ての表彰を受け
ている。 
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写真４－１２ 
 
 中道通りは，福井豪雨で被害を受けた河和田町の復興のシンボルである。河和田アート
キャンプ・プロジェクトに参加した学生たちの制作した作品が，地域住民の協力のもと，
この通りを彩る。地域住民は，通りを歩きながら学生たちの作った作品を鑑賞する。まさ
に，まちがひとつの美術館・芸術館となる。 
 
 
写真４－１３ 
学生たちが，衣食住
を共にする空き家。
持ち主の好意によ
り無償で借りるこ
とができる。 
河和田地区内の通りで
ある。この通りに学生た
ちのアート作品が展示
される。住民は,通りを歩
きながら作品に触れる。
まちそのものが,美術館
となる。 
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写真４－１４ 
 
共同生活する上での空き家での生活のルールを一部紹介する。 
 ・￥０オークション 
 共同生活をするなかで，名前が書かれていない洗濯物が溜まりだすと開かれるイベント
で，欲しい人が貰っていく。貰われなかった衣類は，掃除用の雑巾になる。ギブアンドテ
イクが繰り返される。 
 ・自己管理 
 携帯やパソコンの充電器や，衣類，食べ物にいたるまで，自分の物には必ず名前を書く
ことが必要である。名前が書いてなければ，みんなの物となる。 
 ・生活当番 
 毎日，生活に関する仕事を分担している。約 100人分の食事や洗濯物をしているだけで，
お昼を過ぎてしまうこともしばしばある。しかし，共同生活をする上で大事なルールであ
る。 
 ・誕生日 
 誕生日を迎えるメンバーは顔面ケーキでお祝いする。息抜きを兼ねて，盛大にパーティ
を行う。 
 
 次に，プロジェクトのテーマを紹介する。 
① 林業とアート 
 かつて主に建材利用を目的に量産された里山も安価な海外資材に押されて衰退し，人々
空き家の玄関の様
子。 
学生たちの履物も
多くあり，生き生き
とした，活気にみな
ぎった生活の様子
をうかがうことが
できる。 
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の暮らしは山から離れつつある。このような状況のなかで，河和田の面積の多くを占める
森林のなかの杉の活用法を提案し，その先にあるこれからの人々と山との暮らしを探る。 
 地元にある温泉施設にウッドデッキと緑のカーテンを制作するなどした。木材を実際に
見て，触れて香る。その空間は見る人の目によって形を変え，そこには多くの可能性が満
ち溢れている。 
② 農業とアート 
 生産者と消費者の距離を縮めるまでをコンセプトに，収穫から加工の工程に目を向けて，
学生自らが，農家を訪れて収穫を行う。収穫後には，みんなで食事をして，野菜が消費者
にとって身近な存在になることを感じる。野菜の知識を学び，栄養学についても学ぶ。 
東日本大震災による福島第一原発の影響で，農作物から放射能物質が見つかり，目に見
えない物質であることと，すぐに被害がわからないということで，市場出回っている野菜
に対する不安や，遺伝子組み換え食品の，人体への影響について考える機会となっている。 
③ 伝統とアート 
 福井県の地場産業である越前漆器であるが，近年では，経済情勢や日本人の生活様式の
変化によって販売量が大幅に減少し，後継者の問題も喫緊の課題となっている。学生は失
われつつある伝統工芸を学ぶべく，河和田の漆器職人のもとへ弟子入りして，職人と一対
一で技法を学ぶ。失われつつある伝統産業に対して，学生たちの新鮮な発想から生まれる
アイディアを形にして外部へ発信することにより，伝統産業の復興や漆器への興味関心を
集める。職人と学生との共同制作による漆器に料理を盛って食事会を開催する。 
 
        写真４－１５ 
資料：http://kawada2012.jugem.jp/?cid=18 2013年 5月 10日検索 
漆を施した地球儀。 
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④ 産業とアート 
 鯖江産の繊維や，時代の変化と共に需要が激減した石田縞がある。学生たちは，これら
を活用した作品を制作し，「繊維に気付く町」をテーマに，地域の方に関心を持ってもらう
ことにより，繊維産業が活性化していくことを目指す。江戸時代から学生服などに使用さ
れていた石田縞は，大正時代にセーラー服に変わったことなどから，急速に衰退した。現
在では幻の織物とよばれている石田縞を使って，鞄やうちわを制作し，地元の小学校や温
泉施設で実際に使ってもらう。 
 
写真４－１６ 
資料：http://kawada2012.jugem.jp/?cid=18 2013年 5月 10日検索 
 
失われつつある石田縞を，誰でも気軽に手に取りやすいものにしたいと考えた。作品に
使用する石田縞も一からデザインし，織ることで技法や知識も習得していった。小学生が
親しみやすい動物をモチーフにした図書袋を制作した。これらの作品は河和田小学校の図
書館へ寄付し，小学生が日々使用している。 
⑤ 学育とアート 
 「小学生の一日」をテーマに，学生が小学生とワークショップを行い，あいさつや授業
などの生活を基盤に活動するなかで，何気ない一日のなかには多くの学びが存在している
ことに気付いてもらう。学生と子どもが一緒に楽しみながら生活する。 
 クレパスを使って自分の好きな食べ物の絵を描き，描いた絵を頭に付けて，食べ物にな
りきって大きく描かれた人の絵の上を，絵の具をつけた足で歩きながら栄養の消化と吸収
の仕組みについて学ぶ。 
地元の，河和田小
学校の図書室に備
えられている石田
縞の図書袋。 
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⑥ 食育とアート 
 「食で広がる」をコンセプトとして，食を通じて地元の人々との交流を深める。青空の
下でのパンづくりや，独居老人のお宅でのカフェなど。食の知識と共に，年代の違う様々
な人々とのつながりを広げるなかで，心身の成長を図る。みんなでご飯を食べることによ
り，人との接し方を学ぶ場になり，共通の会話を楽しみ，上手にコミュニケーションをと
ることができるようになる。 
⑦ 健康とアート 
 人間の一番身近な運動である，歩くことに着目して，河和田を歩くことにより河和田の
町が，より豊かになることを目指す。そこで，各家庭に万歩計を配布し，週に一度回収を
行い，万歩計の総数を各家庭に伝える。さらに，夜間には防災訓練としてナイトウォーク
を開催している。夜間の災害を想定しながら町を歩き，ハザードマップを完成させた。健
康への意識の向上化を図る。 
 
図４－２ 
 
資料：http://kawada2012.jugem.jp/?cid=18 2013年 5月 10日検索 
 
図４－２は，2004年におこった福井豪雨の際に作成されたハザードマップを参考に製作
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されたものである。それを元に，さらに，地域に密着したマップを作りたいと考え，地域
の方々から情報を集めた。 
実際に町を歩き災害時に使用可能な道路などを確認した。そうして完成したものは，当
時の被害を語る住民の方のコメントや，要救出者の家の場所，防災無線の可聴範囲などが
掲載されている。 
 
                   表４－２ 
京都精華大学片木ゼミの取り組み（2013年 5月の取り組み） 
5月 4日（土） 
  １５：００～１７：３０  林業家にヒアリング 
  １８：００～１９：３０  入浴・・ラポーゼ河和田 
  １９：３０～２１：００  夕食 
  ２１：００～２２：３０  アートキャンプと合流 
5月 5日（日） 
  ７：００        起床 
  ９：００～       漆器職人にヒアリング 
 １２：００～１３：００  昼食 
 １３：００～       地元の住民にヒアリング 
 １６：００～       グループワーク 
5月 6日（月） 
  ＡＭ          グループワークと発表 
             資料：2013年 5月 4日，片木ゼミの講義中の板書から 
 
以上は今年度，京都精華大学の片木ゼミ所属の学生がアートキャンプ・プロジェクトに
参加したときの行動日程表である。授業の一環としての参加であるが，このなかから独自
にアートキャンプ・プロジェクトに参加したい意向を示す学生もいた。5） 
 片木孝治氏は，このアートキャンプ・プロジェクトを主催する人物である。今回，筆者
も 2日目の漆器職人へのヒアリングに同行させていただいた。ヒアリングのお世話になっ
たのは蒔絵職人の駒本長信氏である。駒本長信氏は，2000年に，伝統的工芸品産業振興協
会から伝統工芸士の認定を受けている。 
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写真４－１７ 
 
写真４－１８ 
駒本長信氏によれば，日本のライフスタイルの変化に伴い，漆器の需要が激減したこと
が，後継者不足につながっていると言う。 
 越前漆器はホテルやレストランをはじめ，割烹料理店やファミリーレストランなどの外
食産業で目にする業務用漆器の国内シェアが 80パーセントを占めており，これらの製品の
製造・卸に特化することにより発展を遂げてきた。 
 越前漆器の更なる発展のためには，ライフスタイルに合う製品の開発が必要不可欠であ
ろう。6） 
越前漆器の加飾部
門において，伝統
工芸士の認定を受
けている。 
駒本長信氏の話を
熱心に聴く学生た
ち。 
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写真４－１９ 
 
第３節 小括 
 
 若者を一人前の社会の構成員として育てていくシステムが，今日大きく揺らいでいる。
フリーターやニートと呼ばれる人たちも急増している。今必要なのは，この社会変化を正
面からとらえて，若者を，社会を支える一人前のメンバーに育てていくシステムの構築で
ある。以上の意味でも高等学校は，生徒が働くことの意義や大切さを理解するとともに，
生徒たちには，働く意欲や態度を身に付けさせるなど，生徒たちの将来のために全力で教
育活動に取り組む必要がある。ここでの教育とは言うまでもないが，進学のための技術の
習得とか，就職するための手段や職業に就くための準備としての教育ではなく，個々の生
徒の可能性の開発や人間性の成長を目指した教育である。 
 近年の情報化のなかで，情報の消化不良により，感性を磨くシステムが脆弱になってき
ている。そこで，生徒たちには，実際の現場に出かけ，実際に自分の目でものを見，そこ
の空気を肌で感じることができる機会が必要となる。 
 その意味で，丹生高校における取り組みは，単なる出口指導にとどまらず，生徒たちに
とって，幅広い理解に立った，弾力的な取り組みであると考える。 
 今回調査した河和田地区では，地域住人の高齢化や若者の域外への移住により，空き家
が増えており，十分に管理できていない現状がみられる。このままの状態では負の遺産で
しかないが，発想を変えることで文化資本として価値を見出し，再生・活用が可能なこと
石に加飾された蛙。
石に金を施すのは
工夫がいるとのこ
と。 
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を，河和田アートキャンプ・プロジェクトは示している。 
 空き家の再生・活用を企画する際に，地域住民や所有者の理解抜きには企画は実現しな
い。片木氏によれば，地域住民の理解を得るまでに 5年位かかったと言う。その際，企画
の目標をわかりやすく説明し，地域住民と価値観を共有することが大切であろう。河和田
地区においては，鯖江市の助成も得ながら，地道に地域住民に説明を行うなかで，徐々に
活動が認知されるようになってきた。 
 空き家を，バーやカフェとして再生するなどの事例も出てきた。 
「輪和話カフェ」と名付けられたカフェは高校生から大人まで，テーブルを囲み，昔の
自分や，これからの自分について話し合う。テーブルには紙を置き，思い思いに書き込み
ができるようになっている。その後，学生手作りのランチが振る舞われる。 
「蔵バー」と名付けられたバーは，民家の蔵を改造し，バーにしたものであり，蔵の中
はいつも暖かみにあふれていながら，どこか涼しい。店内には学生の数々の作品が飾られ
ている。蔵の外にはビアガーデン用の席も設けられており，風を感じながらの食事は格別
である。 
プロジェクトに参加した学生のなかから，地元の企業に就職する学生も現れてきている。 
 大阪府出身の永富三基氏も，学生時代に，4 度プロジェクトに参加し，今は河和田地区
の木工関係の会社に勤務している一人である。働き初めて 2年目である。プロジェクトの
活動を通して，都会にはない河和田の良さ，例えば地域住民との密な関わりや，自然，風
景などに強くひかれ，河和田に住むことを決意した。7） 
また，大阪府出身の今川心平氏もプロジェクトの活動では，副代表をしていた人物であ
るが，やはり，河和田の魅力にひかれ，河和田において働き初めて今年で 4年目である。8）
このようにプロジェクト活動経験者が福井の地において働いている人物は今現在 6名にな
るとのことである。 
今後は，空き家の所有者とそれを活用したい人とをつなぐマッチング機能などの，地域
経営的な役割をになう地域コーディネーターの役割が重要となってくる。 
データシティ化により，漆器産業をはじめとする，職人産業の情報発信も可能になる。
基盤情報の提供が可能になることで，外部からの訪問者が容易に情報を得て，訪問者の増
加につながることが考えられる。実際，観光で鯖江を訪れ，漆器の魅力にひかれ，職人に
弟子入りした人物もいる。 
また，鯖江市におけるデータシティ化は，漆器産業をはじめとする，職人産業の情報発
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信も可能になる。基盤情報の提供が可能になることで，外部からの訪問者が容易に情報を
得て，訪問者の増加につながることが考えられる。 
情報のデータ化に関連して，西田亮介氏は，彼自身が企画した「．revier」について述
べるなかで，「「知」の流通形態を変え，新しいパス（関係性）を作りつつイノベーション
を生み出すハブとなる。今存在している「知」の流通の形態，パッケージングの形態，商
品化の形態，コラボレーションの人選，これらすべての分野で新しいことを試みたい，も
しくは，新しいパスを作っていき，新しいアイデアや企画の源泉になりたいと考えている。」
９）と言う。これは，情報のデータ化がもたらす，地域再生の施策として，一つのヒントに
なるであろう。 
 大学生による空き家活用が，アートキャンプ・プロジェクトの現場を創り上げる上で貴
重な役割を果たす一方，地場産業，伝統文化，職人技能，自然景観などの次世代への継承
が，この取り組みを通じて具体的に進み始めた。 
 今日，職業訓練施設や，一部の高校や大学等では，漆芸教育等の訓練が行なわれている
が，学校教育法上の学校教育における職業教育については，まだ不十分である。学校教育
における，それぞれの地域に根差した特色ある教育の更なる充実のために，地域の学校に
は地域の実情に合わせた教育カリキュラムの作成などの権限を与えるなどの施策が喫緊の
課題である。 
地場産業の現場と，学校教育活動の結合が実現することにより，地域が一体となった地
域再生が，はじめて可能になる。 
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区における地域住民との交流は，都会にはない人情味あふれる感動を覚えるとのこと
である。たとえば，祭りや，河川の草刈りなどは，都会にはない交流の機会であると
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のことである。 
   さらに，地元の小学校では給食食器に，地元の漆器の器を使用しており，小学生た
ちも，漆器の良さに子供のころから触れていることにより，日本文化に対する理解が
知らず知らずのうちに深まっているのではないかと語ってくれた。 
  （2013年 6月 30日ヒアリング。ヒアリング相手は，ヤマト工芸の永富三基氏） 
８）今川心平氏によれば，学生時代に職人の仕事の様子を見て，製品が創られる過程を知
ったことから，ものづくりの魅力にとりつかれ，今では，彼自身空き家を借り，そこ
に生活の拠点を置き，河和田で働いているとのことである。（2013年 6月 30日ヒアリ
ング。ヒアリング相手は，谷口眼鏡の今川心平氏） 
９）http://www.sbbit.jp/article/cont1/21318 
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終 章 結論と展望－文化資本と地域再生－  
 
第１節 本研究による文化資本概念の発展 
 
ここでまず，従来の資本概念と文化資本との違いを確認する。 
従来の資本概念は，機械・設備・工場・商品など，物を資本として把握し，物を基礎に
人を使い，生産・販売活動をして，そこから貨幣価値が生まれると考えた。ここでは，よ
り利便性のある商品が生み出され，効用が充足されて，貨幣価値が増えるかどうかが問題
とされてきた。 
これに対して，文化資本とは，従来の資本概念による資本の持つ経済的価値に加え，文
化的価値を具体化し，蓄積し，供給する資産である。これには，有形資産と無形資産があ
る。特に，無形資産は身体化された財産である。身体化された財産とは、どのようにして
形成されるのであろうか。 
それは，人が仕事や日々の生活のなかで，伝統や慣習を大切にし，地域や産地のことを
常に意識し，生活する人々が，互いに学びあいながら産業や地域の発展に責任を持つ力量
や，その土壌となる地域固有の伝統や慣習のことをいう。 
文化資本は，地域の文化的伝統や慣習を，新たな文化を生み出す源泉・元本・もとでと
して把握する。このような新たな文化を生み出す源泉と言う概念は，従来の経済学にはな
いものである。デイヴィッド・スロスビーらが「創造」をキーワードとして，現代経済を
理解するために開発した概念である。 
デイヴィッド・スロスビーは，文化を，価値，信念，伝統，慣習などの一連のものと定
義している。そして，彼は，「文化を資本と捉えることにより，文化の長期的側面，つまり
文化の動的・発展的･時代的・世代間的な側面や，その供給と需要，生産と消費についての
考察が可能になる。」１）と言う。さらに，彼は，産業政策などが経済実績の決定に際して，
役立ったのかについては，いろいろな考え方があるが，「すべての基礎に，より基本的で広
がりのある文化の役割が示されている。（中略）とくに日本のケースを調べてみると，宗教，
家族にたいする姿勢，文化的に均質の社会における協力のパターンなどが，日本の公共団
体や民間企業，そしてそれらの協調の仕方を形づくったことを観測することができる。こ
のように，日本社会の文化的な基礎が日本人の経済生活のすべての面に浸透しているとい
うことである。」２）と言う。 
110 
 
職人技能を文化資本として把握することができるならば，漆器産業は，貴重な文化資本
の形成と蓄積の場となる。 
本研究では，筆者は，越前漆器産業に携わる，職人が持つ職人能力を文化資本の一つと
して把握した。 
漆器産業は，素地製作工程（丸物木地・角物木地），漆塗りの下地工程・中塗り工程・上
塗り工程，漆塗りの加飾工程（蒔絵・沈金）から成る。それぞれの工程の職人は手仕事に
よってものづくりを行っている。一つの製品を作るために，各工程の職人が一つの工程を
担い，それらの仕事が次の工程に引き継がれる。ここで文化資本の接続がなされる。 
文化資本の形成・蓄積・継承の過程が，地域のなかでの，職人同士の交流や，つくる人
と使う人の交流を図り，ものづくり継承・発展・活性化を意味するという点に注目する。
そのなかで特に注目しているのは，地域固有の文化資本，ある意味では，地域一体型の文
化資本である。 
都市や地域における文化資本の重要性は，新産業創出や地域再生の基礎として今後ます
ます注目されるようになるであろう。 
特に，地域における固有の技能を，文化資本と捉え，地域社会全体で継承していく過程
や文化資本が生み出すサービスが体験学習を通じて地域の場に広がり，学校教育の変革に
まで及ぶ過程が注目される。つまり，職人技能は地域固有のものであり，地域社会全体の
ものであるから，家庭教育と学校教育と産業現場での教育の協働こそが文化資本の再生産
を可能にすると考える。 
 
第２節 地域固有の文化的伝統と文化資本概念 
 
近年の研究では，文化資本概念が，地域固有の伝統や慣習，地場産業等における実践知
に関する概念に発展してきた。 
地場産業における実践知は，職人が体得した文化資本であるが，この実践知が個人の範
囲内にとどまらず，社会から後継者を得て地場産業の永続性を確保することが求められる。 
これまでは，一般に，文化と経済は別のものとして考えられてきた。しかし，歴史上の
文化の在り方について見てみると，そのなかに経済の論理や法則が存在している。つまり，
文化のなかに経済が包み込まれているのである。 
企業現場における実践知の継承は，地域に固有の文化的伝統から大きな影響を受けてい
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る。地域には，地域風土や環境によって育まれてきたものがある。人々は，その環境に適
応し，地域の資源を活かしながら生活してきた。地域と寄り添って生活するだけではなく，
たとえば，地場産業に従事する職人の持つ技能をいかにして継承・発展させていくことが
できるかについて考えることが，今求められている。このとき，地域における企業や産業
における実践知の継承問題に加え，実践知を踏まえた学校知の重要性を忘れてはいけない。 
「教育とは，真理や規範を教壇から教え込むことではなくて，人類の文化的伝統（人か
ら人へ）や，文化遺産・文化財（文化的伝統を体現した物）を媒介としながら，一人ひと
りが文化的に学習する場を，教師が生み出すことである」３）と池上惇氏は述べている。 
この教育の実現のために，企業現場での体験学習や学校教育との総合的な関係性のなか
で，地場産業の現場と学校教育の距離を短縮していく力が，文化資本である。 
 
 第３節 小括 
 
筆者は，実証にもとづいて，職人能力を文化資本として把握した。文化資本は，個人の
ものでもあると同時に，地域のものでもある。つまり，地域社会が一体となって継承すべ
きものである。岩田均氏は，「職人の世界では，仮に技術などを私的に所有していても，私
的所有権を強く主張するのではなく，多くの人々や社会に役立てて欲しいという心情が美
徳とされる社会であった。従って，人間関係が濃密な地域ぐるみで情報交換しながら技術
を磨き，磨き上げ，「産地」を形成していったのである。」４）と述べている。しかし，人間
関係や地域文化を学ぶ，地域における学校教育が，文化資本の形成に果たす役割について
の研究がこれまで十分あったかというと，そうとは必ずしも断言できない。 
そこで，筆者は，学校の本来あるべき姿を検討し，実践知と学校知の結合を試みた。 
漆器職人の獲得した技能は，まさに文化資本である。この文化資本は，つくり手の心を
使い手に伝え，共感や感動をもたらす。ものづくりを通じて，自己を磨き，感性や理性の
向上を図り，人格形成にもつながる。 
地域再生には，その地域の伝統性，地域固有の文化が重要である。また，地域性と伝統
性は密接である。地域のなかには，人から人へと脈々と受け継がれてきた伝統や智慧があ
る。今までのように，市場万能主義，利潤のみを追求する経済構造を重視するのではなく，
地域の文化構造に焦点をあてるべきである。市場万能主義に特化することなく文化資本の
側面からと捉えることが今後の地域再生に必要不可欠である。 
112 
 
 近年，観光や，地方文化の再発見という動きも起きている。このような状況のなかで，
地方の特産品に注目が集まっている。そこには，手仕事により創造されたものが多くある。
これは，工業製品があふれるなかで生活する現代の人々が，手仕事の良さを再認識してい
ると考えられる。 
 工業化社会の今日，人間生活の本質とは何かを考えて，豊かな人生を享受することが求
められている。 
日本においては，地場産業の現場において，職人技能や職人の生き方を通じて，働く者
の潜在能力が開発され，そのなかで，伝統や言語や慣習などのより広い文化的現象が，「無
形」の文化資本として，知的資本として個々人の能力の向上，さらには，地域の再生・発
展に貢献するという展望が拓ける。 
地場産業の現場は，産業の展開する場であるとともに，自治や教育や，文化交流の場で
もある。 
このような現場を，職人本人，後継者，関係者・訪問者，消費者などが一体となって，
市民の潜在能力を開発しながら，現場で，仕事を体験し，暗黙知の魅力を理解することが
大切である。  
 これによって，地場産業の市場拡大や，後継者の増加，確保につなげる必要がある。 
 しかし，ここで忘れてはならない重要な視点がある。地域における文化資本の蓄積を可
能にするには，行政・企業・住民の連携や交流が必要である。地域全体で地域文化を育む
環境を整え，育てていく仕組みが必要になる。さらに，地域文化の担い手の感性を育てる
活動が必要不可欠である。 
 
第４節 今後の展望 
－漆器産業における地域固有の技能の蓄積・継承と学校知と地域再生－ 
 
 今日において，地域再生の原動力は，地域固有の技能の蓄積であると考える。漆器産業
に携わる職人の持つ職人能力は，地域における文化資本である。 
 日本人は，歴史と風土のなかで育まれた文化を重んじ，それぞれの地域で生まれた地場
産業を大切にして生活してきた。今日に至るまでに，職人がその技能を継承し続けてきた。
つまり，文化資本の蓄積が継続されてきたのである。 
 これまでの経済学では，設備への投資や労働力への投資は，新たなものを生むが，子に
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かかる生活費などの，家計における支出は新たなものを生み出さないと考えられてきた。
戦後，アメリカ文化とともに導入された経済学には，文化資本という概念がなく，すべて
の経済関係は，貨幣を媒介とした商品市場で行われ，市場で購入されたものは，即座に消
費されたものとしてみなしてきた。 
 ここに，文化資本という新たな概念を導入することにより，これまでとは異なる視点か
らの経済学を構想することができる。 
 かつての日本の職人は，子や徒弟に生活費を投資し，彼らに健康と自然や文化を享受す
る能力を育ててきた。ここでの健康とは，自然の恵みや地域固有の文化資本を享受する能
力を生み出すものである。 
 
①職人能力の継承について考えるときには，子や徒弟の生活費への投資によって，彼ら
の健康増進と地域固有の文化資本の享受能力を高めるという視点がないと，今後深刻な後
継者不足に陥る。（現在の職人にはこの視点が欠けている。） 
②生産手段に対する投資に加え，生活手段に対する投資の重要性を考えなければならな
い。生活手段に対する投資は，創造的な成果としての芸術文化性をもつ個性的商品を生む。 
③家族や地域コミュニティが解体するなかで，地域再生の一環として，地域教育に職人
能力継承教育，健康開発教育を結合し，学校教育の整備を図る必要がある。 
④地域固有の伝統や慣習を再評価し，現代的な意味を持たせ，新しい文化の創造のため
のエネルギーとして発展させることが重要である。 
⑤行政が，積極的に地域の未来について考え，目指す未来の姿を示すことが必要である。 
⑥地域の社会教育や生涯教育，生涯研究のなかで，学校教育の充実とともに，親世代・
子世代の交流し得る学習の場をつくり，職人能力教育と子の教育を結合することが大切で
ある。これが文化資本による地域再生の第一歩である。 
⑦自分たちの手で地域再生を行うという意識の高揚が図られることが，これからの地域
の発展には欠かせない。 
 
これらの方向性を，本研究は，地域における職人技能の実践知を考察し，実践知と学校
知の結合による「文化資本と地域再生」の核として地場産業における職人技能の体験学習
や，その継承関係に注目した。 
 福井県鯖江市の漆器産業の現場から研究すると，職人自体が後継者について悲観的な見
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方が多い。しかし，その一方で，軒下工房による体験学習の方向性や，都市部の大学と連
携した交流・学習のプロジェクトによって，地域内の未活用資源を活用しながら，訪問・
学習・観光事業としての，宿泊を含む，貴重な実践が行われてきた。このなかから，デザ
インや食文化に関わる，地域再生への展望が生まれている。 
 近年の和食ブームにより，東南アジアをはじめとする海外への伝統工芸品の輸出も増加
している。2013 年 12 月には，国連教育科学文化機関は，和食を，世界無形文化遺産に登
録した。和食の普及が，いっそう進むとともに，漆器の需要増加への期待が持てる。 
元来，職人の持つ技能を十分に活かすためには，目利きのある顧客の存在と，本物の製
品に対する畏敬や崇敬の念がなくてはならない。熟練の技の継承には，是非とも，本物を
求めるという需要が不可欠である。 
 職人技能の後継者問題を，文化資本と地域再生という課題のなかで検討し，体験学習や
学校と連携した地域再生の方向性と結合するならば，地域外からの訪問や行政と学校との
連携によって，貴重な職人技能の価値を地域で共有することができる。 
 この方向性は，経営学において解明されてきた実践知とは区別される，地場産業におけ
る実践知の価値を再確認させるだけでなく，実践知と学校知の結合による地域再生の可能
性を拓くものである。 
 昔から，地域風土や環境によって育まれてきたものが地域にはある。地域には地域の歴
史，文化，伝統があるのであるから，その地域の学校には，地域に根差した特色ある教育
システムの構築ができるように権限を与えることにより，地域住民と公共が協力して，地
域固有の文化資本を再評価し，地域再生を図っていくことが重要である。 
地域の人々には，その環境に適応し，資源を活かして生活する潜在能力があり，地域資
源を活用し工夫して生活してきた。地域と寄り添って生活するだけではなく，目に観えな
い文化資本を評価しつつ，継承・発展させるシステムこそが強く求められている。地域の
人々，職人，商人，企業人，来訪者が集まる場を組織して，人的つながりを醸成したりし
て，人と人との交流が常時行われるようになれば，そこから新たな知恵が生まれる可能性
が増大する。 
今日においては，地域の伝統や文化を担う地域住民による共助の取り組み，地域におけ
る市民，学校，企業や産業と公共の協働，合意の形成が，ますます重要となっている。 
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